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(57)【要約】
【課題】遊技ユニット内に、各種装置、各種回路基板を
電気的に接続する接続線が多数存在してもこれら接続線
を遊技ユニットからはみ出さず一体的に取り扱うことが
でき、本体枠と遊技ユニットの間において、各接続線の
接続作業を容易化することがことができる遊技機を提供
する。
【解決手段】遊技機ホールのパチンコ機用島設備に設置
可能に方形枠状に形成された外枠１０の前側に、ヒンジ
機構６０によって本体枠７０が開閉可能に装着される。
本体枠７０の略中央部に、枠状をなす遊技ユニット装着
部８０が設けられ、遊技ユニット装着部８０に、その前
側開口部から遊技ユニット１００が着脱交換可能に嵌込
まれて装着される。
【選択図】　　　　図２０
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技機ホールのパチンコ機用の島設備に設置可能に方形枠状に形成された外枠の前側に
、ヒンジ機構によって本体枠が開閉可能に装着され、前記本体枠の略中央部に、前後方向
に開口する方形枠状の遊技ユニット装着部が設けられ、前記遊技ユニット装着部に、その
前側開口部から遊技ユニットが着脱交換可能に嵌込まれて装着されたことを特徴とする遊
技機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、遊技機ホールのパチンコ機用の島設備に設置可能な遊技機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　遊技媒体にパチンコ球を使用して遊技（スロットマシンで行われる遊技に似た遊技のこ
とをいう）を展開し得る遊技機においては、例えば、特許文献１に開示された構造のもの
が知られている。これにおいては、遊技機ホールの島設備に設置可能な大きさの方形枠状
に形成された外枠の前側にヒンジ機構によって本体枠が開閉可能に装着される。この本体
枠の略中央部には、前後両方向に開口部を有して枠状をなす遊技ユニット装着部が設けら
れ、遊技ユニット装着部には、その前側開口部から遊技ユニットが着脱交換可能に嵌込ま
れて装着される。
　また、前記遊技ユニットは、ユニット本体をなす板状の遊技盤に対し、同遊技盤の略中
央部に貫設された開口窓に臨んで図柄を変動表示する機械式の図柄表示装置（リール形式
、ベルト形式等の図柄表示装置）が装着され、図柄表示装置の後側において、主制御基板
が収納された主制御基板ボックスやその他の装置及び／又はその他の回路基板が装着され
ている。さらに、遊技盤の前側上部には、演出表示装置、演出制御基板ボックスが装着さ
れて一つにユニット化されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００４－２１６１４０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、特許文献１に開示された遊技機では、遊技ユニットの遊技盤に対して、回転
図柄表示装置、主制御基板ボックス、演出表示装置、演出制御基板ボックス、その他の装
置及び／又はその他の回路基板等が組み付けられる。そして、遊技ユニットにおいて、各
種装置、各種回路基板を電気的に接続するために、多くの接続線（複線又は単線）が必要
となり、これら多くの接続線の配線が複雑化するとともに、各接続線が遊技ユニットの外
方に部分的に大きく突出することがないように、各接続線を結束ベルトや留め具によって
所定の配線状態に保持しなければならない。また、各接続線を結束ベルトや留め具によっ
て所定の配線状態に保持した場合においても、結束ベルトや留め具の不測の緩みによって
、接続線の一部が遊技ユニットの外方に大きく突出することがある。
　このため、例えば、遊技ユニットを単体（本体枠と分離した状態）で運搬したり、保管
する場合、あるいは本体枠に遊技ユニットを装着した状態において、接続線の突出部分に
対し、異物（例えば、遊技機ホールの島設備の球供給装置や各種配線等の異物）が引掛か
かり、あるいは、外枠と本体枠との間に挟み込む等して、接続線が損傷、断線されたり、
あるいは接続線の端末コネクタが外れる等の不具合が発生することがある。
　一方、本体枠側に配置された各種装置及び／又は各種回路基板と、遊技ユニット側の各
種装置及び／又は各種回路基板とを接続するためにも、多くの接続線（複線又は単線）が
必要となる。そして、本体枠の遊技ユニット装着部に遊技ユニットを装着した後、本体枠
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側に配置された各種装置及び／又は各種回路基板と、遊技ユニット側の各種装置及び／又
は各種回路基板とを多くの接続線を用いて接続しなければならず、前記遊技ユニットの接
続線と同様に、接続線の突出部分に、異物が引掛かったり挟み込まれる等して接続線が損
傷、断線されたり、あるいは接続線の端末コネクタが外れる等の不具合が発生する。
【０００５】
　この発明の目的は、前記問題点に鑑み、遊技ユニット内に、各種装置、各種回路基板を
電気的に接続する接続線が多数存在してもこれら接続線を遊技ユニットからはみ出さず一
体的に取り扱うことができ、本体枠と遊技ユニットの間において、各接続線の接続作業を
容易化することがことができる遊技機を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　前記目的を達成するために、請求項１の発明に係る遊技機は、
「遊技機ホールのパチンコ機用の島設備に設置可能に方形枠状に形成された外枠の前側に
、ヒンジ機構によって本体枠が開閉可能に装着され、前記本体枠の略中央部に、前後方向
に開口する方形枠状の遊技ユニット装着部が設けられ、前記遊技ユニット装着部に、その
前側開口部から遊技ユニットが着脱交換可能に嵌込まれて装着された遊技機であって、
　前記遊技ユニットは、周壁と後壁を有して前方に開口する箱形状に形成された収納ボッ
クスに、回転図柄表示装置、演出表示装置、回路基板としての主制御基板を収納した主制
御基板ボックス、及びこれらに加えて他の装置及び／又は他の回路基板が、少なくとも前
記各装置の接続部及び前記各回路基板の接続部を収納した状態で組み付けられて一つにユ
ニット化され、
　前記収納ボックス内に、前記回転図柄表示装置、前記演出表示装置、前記主制御基板、
及びこれらに加えて他の装置及び／又は他の回路基板を電気的に接続するための複数の接
続線が配線され、
　前記本体枠側に配置された各種装置及び／又は各種回路基板と、前記遊技ユニット側の
各種装置及び／又は各種回路基板とを接続するために、前記遊技ユニット装着部と、前記
遊技ユニットとの相互には、前記遊技ユニット装着部の前側開口部から遊技ユニットが嵌
込まれる動作によって接続される本体枠側コネクタと遊技ユニット側コネクタとがそれぞ
れ配設されていることを特徴とする遊技機。」
　を要旨とする。
【０００７】
　前記構成において、遊技ユニットの収納ボックス内に、前記回転図柄表示装置、前記演
出表示装置、前記主制御基板、及びこれらに加えて他の装置及び／又は他の回路基板を電
気的に接続するための複数の接続線が配線されるため、遊技ユニット内に、各種装置、各
種回路基板を電気的に接続する接続線が多数存在してもこれら接続線を遊技ユニットから
はみ出さず一体的に取り扱うことができる。
　また、遊技ユニット装着部の前側開口部から遊技ユニットが嵌込まれる動作によって本
体枠側コネクタと遊技ユニット側コネクタとがそれぞれ接続されるため、本体枠と遊技ユ
ニットとの間に接続する接続線においても、接続線が多数存在しても、これら接続線が接
続部分に存在しない構造（すなわち、コネクタ同士の接続）であるため、接続線が引掛か
ったり、挟み込む等して、損傷、断線されたり、あるいは接続線の端末コネクタが外れる
等の不具合が生じることを防止することができる。
【０００８】
　請求項２の発明に係る遊技機は、
「請求項１に記載の遊技機であって、
　収納ボックス内には、演出表示装置及び主制御基板にそれぞれ接続されかつ前記主制御
基板から伝達される信号に基づいて少なくとも前記演出表示装置を制御する回路基板とし
ての周辺制御基板を収納した周辺制御基板ボックスが収納されていることを特徴とする遊
技機。」
　を要旨とする。



(4) JP 2011-255220 A 2011.12.22

10

20

30

40

50

【０００９】
　前記構成において、配線数が特に多い主制御基板、周辺制御基板及び演出表示装置に係
わる接続線を全て収納ボックス内に収納して保護することができるので、接続線の配線の
はみ出しが原因となる接続線の損傷、断線、コレクタ外れ等の不具合の防止に効果が大き
い。
【００１０】
　請求項３の発明に係る遊技機は、
「請求項１又は２に記載の遊技機であって、
　収納ボックス内には、仕切壁によって仕切られた空間部が形成され、この空間部を収納
部として所定の回路基板ボックスが収納されていることを特徴とする遊技機。」
　を要旨とする。
【００１１】
　前記構成において、収納ボックス内の仕切壁によって仕切られた空間部を収納部として
所定の回路基板ボックスを収納することで、同収納ボックス内に収納された例えば機械式
図柄表示装置、主制御基板ボックス等の各種装置、回路基板ボックスと区分けして、所定
の回路基板ボックスを収納することができ、収納ボックス内に複数の装置、回路基板ボッ
クスを整然と収納することができる。
　さらに、収納部の回路基板ボックス内の回路基板と、例えば、主制御基板ボックス内の
主制御基板とを接続する接続線を保護して、損傷、断線等を防止することができる。
【００１２】
　請求項４の発明に係る遊技機は、
「請求項１～３のいずれか一項に記載の遊技機であって、
　収納ボックス内には、本体枠側の各種装置及び／又は各種回路基板と、遊技ユニット側
の各種装置及び／又は各種回路基板とを接続するために、遊技ユニット装着部の本体枠側
コネクタに接続可能な遊技ユニット側コネクタが配設された中継基板が設けられ、
　前記中継基板には、前記収納ボックス内に配線された接続線の端末コネクタが接続され
るコネクタ接続部が複数個配設されていることを特徴とする遊技機。」
　を要旨とする。
【００１３】
　前記構成において、遊技ユニット側コネクタと接続線用コネクタ接続部とが配設された
中継基板を収納ボックス内に設けることで、中継基板を保護することができるとともに、
本体枠側の各種装置及び／又は各種回路基板と、遊技ユニット側の各種装置及び／又は各
種回路基板とを、中継基板に集約して容易に、かつ合理的に接続することができる。
【００１４】
　請求項５の発明に係る遊技機は、
「請求項１～３のいずれか一項に記載の遊技機であって、
　収納ボックスの後壁の一部には凹部が形成され、この凹部内に遊技ユニット側コネクタ
が配設されていることを特徴とする遊技機。」
　を要旨とする。
【００１５】
　前記構成において、収納ボックスの後壁の一部に形成された凹部内に遊技ユニット側コ
ネクタを配設して保護することができる。このため、遊技ユニットを単体で運搬したり、
保管する場合において、遊技ユニット側コネクタに異物が当たって損傷されることを防止
することができる。
【００１６】
　請求項６の発明に係る遊技機は、
「請求項１～５のいずれか一項に記載の遊技機であって、
　本体枠の遊技ユニット装着部の後開口部には、同後開口部の一部を塞ぐようにして後止
め板が設けられ、その後止め板の前側に本体枠側コネクタが配設されていることを特徴と
する遊技機。」
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　を要旨とする。
【００１７】
　前記構成において、本体枠の遊技ユニット装着部の後開口部の一部を塞ぐようにしてに
設けられた後止め板の前側に本体枠側コネクタが配設されることで、本体枠側コネクタと
遊技ユニット側コネクタとを保護することができるとともに、これら対のコネクタの接続
状態を良好に保つことができる。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】この発明の実施例に係る遊技機を前方から示す斜視図である。
【図２】同じく外枠に対し本体枠が開放された状態を前方から示す斜視図である。
【図３】同じく本体枠に対し扉体が開放された状態を前方から示す斜視図である。
【図４】同じく遊技機の正面図である。
【図５】同じく遊技機の背面図である。
【図６】同じく。後カバー体を外して第１、第２接続線が本体枠の配線孔の後側から挿通
された状態を示す背面図である。
【図７】同じく後カバー体を外して第３接続線の端末コネクタが払出制御基板のコネクタ
接続部に接続された状態を示す背面図である。
【図８】同じく遊技機の側面図である。
【図９】同じく球取込装置を示す斜視図である。
【図１０】同じく球取込装置の正断面面である。
【図１１】同じく本体枠の遊技ユニット装着部に遊技ユニットが装着された状態を前方か
ら示す斜視図である。
【図１２】同じく本体枠の遊技ユニット装着部に遊技ユニットが装着された状態を後方下
側から示す斜視図である。
【図１３】同じく本体枠を前方下側から示す斜視図である。
【図１４】同じく本体枠を後方下側から示す斜視図である。
【図１５】同じく本体枠の後止め板の前側に取り付けられるコネクタ支持体にコネクタが
配置された状態を示す正面図である。
【図１６】同じく図１５のＸＶＩ－ＸＶＩ線に基づく平断面図である。
【図１７】同じく遊技ユニットを示す正面図である。
【図１８】同じく演出表示装置を取り外した状態の遊技ユニットを示す正面図である。
【図１９】同じく遊技ユニットの構成部材を分解して前方から示す斜視図である。
【図２０】同じく演出表示装置を取り外した状態の遊技ユニットを斜め右上前方から示す
斜視図である。
【図２１】同じく回転図柄表示装置を取り外した状態の遊技ユニットを斜め右上前方から
示す斜視図である。
【図２２】同じく主制御基板、周辺制御基板、主中継基板、及び周辺中継基板の配線接続
を斜め下方から示す斜視図である。
【図２３】同じく遊技ユニットの回転図柄表示装置と演出表示装置の装着状態を後方から
示す斜視図である。
【図２４】同じく遊技ユニットの回転図柄表示装置と制御基板ボックスとが収納ボックス
によって一括的に収納された状態を後方から示す斜視図である。
【図２５】同じく本体枠の遊技ユニット装着部に遊技ユニットが装着された状態を示す側
断面図である。
【図２６】同じく本体枠の遊技ユニット装着部に遊技ユニットが装着された状態を示す平
断面図である。
【図２７】同じく遊技ユニットの回転図柄表示装置の支持体と表示装置との間に配設され
たヒンジ機構を斜め左上前方から示す分解斜視図である。
【図２８】同じく遊技ユニットの収納ボックスと演出表示装置との間に配設された封印手
段を斜め右下前方から示す斜視図である。
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【図２９】同じく本体枠に対し扉体が開放された状態を前方から拡大して示す斜視図であ
る。
【図３０】同じく本体枠に対し扉体が開放されたときの開閉連動機構を示す斜視図である
。
【図３１】同じく演出表示装置と扉体との間に配設された開閉連動機構を示す斜視図であ
る。
【図３２】同じく開閉連動機構の構成部品を分解して示す斜視図である。
【図３３】同じく外枠に対し本体枠及び扉体が閉じられた状態にあるときの開閉連動機構
を示す平断面である。
【図３４】同じく外枠に対し本体枠及び扉体が半開き状態にあるときの開閉連動機構を示
す平断図である。
【図３５】同じく外枠に対し本体枠及び扉体が開かれた状態にあるときの開閉連動機構を
示す平断図である。
【図３６】同じく各種の電気的装置及び部品等に係る配線接続を例示するブロック図であ
る。
【図３７】開閉連動機構を構成するリンク機構の他の実施態様を示し扉体が閉じた状態に
あるときのリンク機構を示す説明図である。
【図３８】同じく扉体が開いた状態にあるときのリンク機構を示す説明図である。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　次に、この発明を実施するための最良の形態について、実施例にしたがって説明する。
【実施例】
【００２０】
　図１はこの発明の実施例に係る遊技機を前方から示す斜視図である。図２は外枠に対し
本体枠が開放された状態を前方から示す斜視図である。図３は本体枠に対し扉体が開放さ
れた状態を前方から示す斜視図である。図４は遊技機の正面図である。図５は遊技機の背
面図である。図６は後カバー体を外して第１、第２接続線が本体枠の配線孔の後側から挿
通された状態を示す背面図である。図７は後カバー体を外して第３接続線の端末コネクタ
が払出制御基板のコネクタ接続部に接続された状態を示す背面図である。図８は遊技機の
側面図である。図９は球取込装置を示す斜視図である。図１０は球取込装置の正断面面で
ある。図１１は本体枠の遊技ユニット装着部に遊技ユニットが装着された状態を前方から
示す斜視図である。図１２は本体枠の遊技ユニット装着部に遊技ユニットが装着された状
態を後方下側から示す斜視図である。図１３は本体枠を前方下側から示す斜視図である。
図１４は本体枠を後方下側から示す斜視図である。図１５は本体枠の後止め板の前側に取
り付けられるコネクタ支持体にコネクタが配置された状態を示す正面図である。図１６は
図１５のＸＶＩ－ＸＶＩ線に基づく平断面図である。図１７は遊技ユニットを示す正面図
である。図１８は演出表示装置を取り外した状態の遊技ユニットを示す正面図である。図
１９は遊技ユニットの構成部材を分解して前方から示す斜視図である。図２０は演出表示
装置を取り外した状態の遊技ユニットを斜め右上前方から示す斜視図である。図２１は回
転図柄表示装置を取り外した状態の遊技ユニットを斜め右上前方から示す斜視図である。
図２２は主制御基板、周辺制御基板、主中継基板、及び周辺中継基板の配線接続を斜め下
方から示す斜視図である。図２３は遊技ユニットの回転図柄表示装置と演出表示装置の装
着状態を後方から示す斜視図である。図２４は遊技ユニットの回転図柄表示装置と制御基
板ボックスとが収納ボックスによって一括的に収納された状態を後方から示す斜視図であ
る。図２５は本体枠の遊技ユニット装着部に遊技ユニットが装着された状態を示す側断面
図である。図２６は本体枠の遊技ユニット装着部に遊技ユニットが装着された状態を示す
平断面図である。図２７は遊技ユニットの回転図柄表示装置の支持体と演出表示装置との
間に配設されたヒンジ機構を斜め左上前方から示す分解斜視図である。図２８は遊技ユニ
ットの収納ボックスと演出表示装置との間に配設された封印手段を斜め右下前方から示す
斜視図である。図２９は本体枠に対し扉体が開放された状態を前方から拡大して示す斜視
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図である。図３０は本体枠に対し扉体が開放されたときの開閉連動機構を示す斜視図であ
る。図３１は演出表示装置と扉体との間に配設された開閉連動機構を示す斜視図である。
図３２は開閉連動機構の構成部品を分解して示す斜視図である。図３３は外枠に対し本体
枠及び扉体が閉じられた状態にあるときの開閉連動機構を示す平断面である。図３４は外
枠に対し本体枠及び扉体が半開き状態にあるときの開閉連動機構を示す平断図である。図
３５は外枠に対し本体枠及び扉体が開かれた状態にあるときの開閉連動機構を示す平断図
である。図３６は各種の電気的装置及び部品等に係る配線接続を例示するブロック図であ
る。なお、説明の便宜上、遊技機において遊技者側を前、反対側を後という。
【００２１】
［遊技機の概要について］
　本実施例に係る遊技機は、主に図１～図８に示すように、基本的には、外枠１０、扉体
２１、本体枠７０、遊技ユニット１００等を備えて構成されている。
　外枠１０は、遊技機ホールのパチンコ機用の島設備に設置可能に方形枠状に形成され、
その下部前面には、本体枠７０の下面を受ける受け板１５が一体状に設けられている。な
お、外枠１０は、通常のパチンコ機に採用されている外枠と同様な外郭寸法・形状及び構
造に設定されており、一般のパチンコ機の外枠を用いることもできる。
【００２２】
　図１と図２に示すように、外枠１０の前側には、その片側の上下部に配設されたヒンジ
機構６０によって本体枠７０が開閉（左右の横開き）可能に装着されている。
　この実施例において、ヒンジ機構６０は、外枠１０に対し本体枠７０を、その開閉支点
を左右方向に変化させ、かつ本体枠７０を前方に向けて適宜に変位させながら開放するよ
うに、外枠１０側のヒンジ部材と、本体枠７０側のヒンジ部材と、一端部がピンによって
外枠１０側のヒンジ部材に回動可能に連結され、他端部がピンとスライド溝によって本体
枠７０側のヒンジ部材に回動及びスライド可能に連結された支持アーム６１とを備えたス
ライドヒンジ形態に構成されている。
【００２３】
［扉体について］
　図３に示すように、本体枠７０の前側には、ヒンジ機構６０寄り部分に配置されたヒン
ジ機構２０によって扉体２１が開閉（左右の横開き）可能に装着されている。扉体２１の
略中央部には、遊技ユニット１００の機械式の回転図柄表示装置（以下、単に回転図柄表
示装置という）１１０の複数の回転図柄表示体１１１の前側部をガラス板、透明樹脂板等
の透視板２３ａを透して透視可能な主開口窓２３が形成されている。また、扉体２１の上
部には、遊技ユニット１００の電気式の演出表示装置（以下、単に演出表示装置という）
１３０の表示器１３１の表示面を、ガラス板、透明樹脂板等の透視板２４ａを透して透視
可能な副開口窓２４が形成されている。
【００２４】
　図１に示すように、扉体２１の前側下部、つまり前記主開口窓２３の下方前側に、操作
部台２２が前方に向けて突出されており、この操作部台２２の上面には手動操作できる球
投入ボタン（マックスベッドボタンすなわち最大賭け数設定ボタン）４０が設けられ、同
操作部台２２の前面には、手動操作できる始動レバー４１、第１ストップボタン４２、第
２ストップボタン４３、第３ストップボタン４４等がそれぞれ配設されている。操作部台
２２の側部（図１及び図４の左側部）には、隣接する遊技機の間に設置される球貸機２０
０の球放出樋２０１の放出口から放出される遊技媒体としてのパチンコ球を受け入れる球
受入口２５が設けられている。また、扉体２１の前側下部には、その操作部台２２の下方
に位置する球受け皿２６が設けられている。なお、扉体２１の前側には、球貸機２００に
対する貸球ボタン、返却ボタン、精算ボタン（図示しない）等が配設されている。
【００２５】
　図３に示すように、扉体２１の後側には、賞球用の球受入口２５の後側開口部２５ａ及
び球受け皿２６の後側開口部２６ａを連絡する連絡通路を有する連絡通路部材２９（想像
線で示す）が設置され、この連絡通路部材２９には、後述する球払出装置１６６の払出口
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と球受け皿２６の後側開口部２６ａと連通しかつ多量のパチンコ球を貯留可能な球貯留部
兼用の連絡通路が形成されるようになっている。
　そして、扉体２１の閉鎖時において、連絡通路部材２９は、本体枠７０の内部奥側に収
納された状態を呈し、その後部側の球受け口（図示しない）が後述する球払出装置１６６
の払出口に連通する。すなわち、この実施例では、本体枠７０に遊技ユニット１００が装
着された状態において、収納ボックス１５０下部の上段下壁部１５３の下方に形成される
本体枠７０の内部奥側の空間部に対し連絡通路部材２９が出し入れ可能に収納されるよう
になっている。また、球受け皿２６と連絡通路部材２９には、球貸機２００の球放出樋２
０１から放出された貸し球としてのパチンコ球と、球払出装置１６６から払い出された賞
球としてのパチンコ球とが貯留されるようになっている。なお、図９と図１０に示すよう
に、球受け皿２６の下流路側では、パチンコ球Ｂを次に述べる球取込装置３０に供給する
ための前後２列の球整列路２８が仕切り壁２８ａによって区画形成されている。
【００２６】
［扉体の球取込装置について］
　図３と図４に略示するように、扉体２１の下部領域の内部には、球受け皿２６の球整列
路２８のパチンコ球を、球投入ボタン４０の手動操作に基づいて作動する駆動モータ（こ
の実施例では可逆転モータ）３５を駆動源として取り込み及び球抜きが可能な球取込装置
３０が設けられている。
　この球取込装置３０は、図９と図１０に示すように、球受け皿２６の前後２列の球整列
路２８にそれぞれ個別に連通する前後２列の球取込路３２を区画形成する複数の球通路構
成体３１と、各列の球取込路３２内のパチンコ球Ｂを回転動作によって取り込むスプロケ
ット状の前後２個の球取込回転体３３と、これら両球取込回転体３３によって取り込まれ
たパチンコ球Ｂをそれぞれ個別に検出する前後２個の球検出器３６とを備えて構成されて
いる。そして、これら両球取込回転体３３は、一基の駆動モータ３５によって駆動される
駆動軸３５ａ上に設けられている（図１０参照）。
【００２７】
　すなわち、球投入ボタン４０の手動操作に基づいて駆動モータ３５が作動され、駆動軸
３５ａと共に、前後の両球取込回転体３３が正回転（図１０において時計回り）されるこ
とで、前後２列の球取込路３２内のパチンコ球Ｂが取り込まれる。その後、前後２個の球
検出器３６によって検出されたパチンコ球Ｂの合計の数が、ゲームの賭け数に応じたパチ
ンコ球Ｂの数に達して取り込まれたことを条件として、駆動モータ３５が停止される。こ
こで、始動レバー１４１を手動操作することで、後述する回転図柄表示装置１１０の複数
の回転図柄表示体１１１がそれぞれ回転するようになっている。
　なお、球取込装置３０の前後２個の球検出器３６を通過したパチンコ球Ｂは排出誘導路
を有する誘導筒（共に図示しない）に誘導されて機外に排出され、島設備に設置された球
回収通路（図示しない）に導かれるようになっている。
【００２８】
　この実施例において、図９と図１０に示すように、球取込装置３０の複数の球通路構成
体３１の内部には、前後の両球取込回転体３３の上流側に位置する前後２列の球取込路３
２の部分に連通可能な球抜き通路３７が形成されており、この球抜き通路３７の球流入口
には、常には、ばね３８によって閉鎖位置に配置保持される左右スライド開閉式の球抜き
用の通路開閉部材３９が配設されている。
　また、通路開閉部材３９は、遊技機の前側から遊技者が手動操作できるように連動部３
９ａが設けられている。そして、遊技者の手動操作によって、連動部３９ｂを介して通路
開閉部材３９がばね３８の弾発力に抗して開放位置までスライドされることで、球受け皿
２６内のパチンコ球Ｂが、前後２列の球整列路２８、前後２列の球取込路３２を経て球抜
き通路３７に自重によって流れるようになっている。
【００２９】
　この実施例において、通路開閉部材３９が開放位置に配置されたときには、その通路開
閉部材３９を検出する検出器（図示しない）の信号に基づいて駆動モータ３５が逆転作動
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される。そして、前後の両球取込回転体３３が逆回転（図１０において反時計回り）され
ることで、前後の両球取込回転体３３上に保留されているパチンコ球Ｂが球抜き通路３７
に放出されるようになっている。この球抜き通路３７の下端出口は、扉体２１の下端部に
設けられた球通路（図示しない）に連通している。そして、球抜き通路３７の下端出口か
ら扉体２１の下端部の球通路を通過したパチンコ球Ｂは、島設備に設置された球回収通路
に導かれるようになっている。
【００３０】
　この実施例において、球取込装置３０の球取込路３２を流れるパチンコ球Ｂを遊技機の
前側から遊技者が視認できるように、球取込装置３０の球通路構成体３１及びその球通路
構成体３１に対面する扉体２１の対応部分が透明な合成樹脂材によって形成されたり、あ
るいは透視孔が形成される。
【００３１】
　この実施例において、図３に示すように、扉体２１には、その主開口窓２３及び副開口
窓２４の周囲を取り囲むようにして、装飾ランプ、各種の表示ランプ等を有するランプ基
板３７、トップランプ基板（図示しない）や左右のスピーカ（例えば、高中音用スピーカ
）３８等が配置されており、そして、扉体２１の下部のヒンジ側角部には、ランプ基板３
７、トップランプ基板や左右のスピーカ３８等が電気的に接続される扉装飾駆動基板４７
が設置されている。なお、扉体２１の下部の略中央部には、球投入ボタン４０、始動レバ
ー４１、第１～第３ストップボタン４２～４４、球取込装置３０の駆動モータ３５等が電
気的に接続される操作中継基板４８が設置されている（図３６参照）。
【００３２】
［施錠装置について］
　図２、図３、図１１及び図１２に示すように、本体枠７０の後面には、そのヒンジ機構
６０とは反対側の自由端寄り部分において、外枠１０に対する本体枠７０の施錠と、本体
枠７０に対する扉体２１の施錠を行う施錠装置５０が取り付けられている。
　この施錠装置５０は、本体枠７０の後面にビス固定された取付基板５０ａに組み付けら
れたシリンダ錠５１と、取付基板５０ａに上下動可能に組み付けられた本体枠施錠部材５
４と、扉施錠部材（図示しない）と、シリンダ錠５１の鍵孔に鍵が挿入された状態で正逆
方向（左右方向）に回動可能に組み付けられた解錠部材５３とを備えている。
　そして、本体枠施錠部材５４には、外枠１０の前側に本体枠７０が閉じられたときに、
外枠１０の右側枠杆１０ａの内側上下に取り付けられた閉止具５６（図２参照）に係脱可
能に係合して本体枠７０を閉鎖位置に施錠する上下２個の本体枠施錠フック５５が設けら
れている。また、扉施錠部材（図示しない）には本体枠７０の後面から前面に開口する孔
に向けて嵌挿され、本体枠７０の前側に扉体２１が閉じられたときに、その扉体２１の後
面に固定された閉止具５９に係脱可能に係合して扉体２１を閉鎖位置に施錠する上下２個
の扉施錠フック５８が設けられている。なお、シリンダ錠５１は、扉体２１の自由端寄り
部分に設けられた貫通孔２９を貫通して露出されている（図１及び図３参照）。
【００３３】
［本体枠について］
　図１１～図１４に示すように、本体枠７０は、合成樹脂成形されており、外形枠（外郭
枠）をなす前枠部７１及び収納枠部をなす遊技ユニット装着部８０を備えている。前枠部
７１は、外枠１０の前側形状（受け板１５を除く外郭形状）と略同じ大きさの方形枠状に
形成され、その前枠部７１の略中央内部には、後述する遊技ユニット１００の収納ボック
ス１５０に対応する遊技ユニット装着部８０が一体に形成されている。
　遊技ユニット装着部８０は、遊技ユニット１００が、その収納ボックス１５０において
前方から嵌込まれて着脱可能に装着される方形箱枠状をなし、かつ島設備に設置可能な奥
行き寸法の範囲内で後方に向けて大きく突出して形成されている。この遊技ユニット装着
部８０の奥行き寸法は、図２５に示すように、概ね回転図柄表示体１１１の直径の３／４
程度であるが、少なくとも、回転図柄表示体１１１の直径の半分を越える寸法に形成する
ことにより、遊技ユニット１００の重心を受けて遊技ユニット１００を安定よく保持でき
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るようになっている。なお、遊技ユニット装着部８０の下部は、遊技ユニット１００の収
納ボックス１５０の下部の段差形状に対応して段差形状に形成されている。
【００３４】
　図１４と図２５に示すように、遊技ユニット装着部８０の底板部８５の後端縁（奥側端
縁）には、収納ボックス１５０の後壁１５１下部に接近あるいは当接するストッパ部９０
が突設されている。また、図１１と図１３に示すように、遊技ユニット装着部８０の前端
部の上下部には、同遊技ユニット装着部８０の開口窓に嵌込まれる収納ボックス１５０の
前端縁上下部に係脱可能に係合して、遊技ユニット装着部８０内に遊技ユニット１００を
不動状態で保持するための手動レバー形態の留め具９８が取付ねじを中心として回動可能
に組み付けられている。
　すなわち、留め具９８は、図１３に示すように、取付ねじに対するボス部９８ａと、そ
のボス部９８ａから突出された操作部９８ｂと、収納ボックス１５０の前端縁を係脱可能
に係止する係止部９８ｃとを一体に備えている。そして、係止部９８ｃが非係止位置に配
置された状態で、遊技ユニット装着部８０の前側開口部から遊技ユニット１００の収納ボ
ックス１５０が嵌込まれた後、留め具９８が略９０度回動操作されて係止位置に配置され
ることで、その係止部９８ｃが収納ボックス１５０の前端縁を係止して前方への変動、ガ
タツキを防止し得るようになっている。なお、遊技ユニット装着部８０には、収納ボック
ス１５０を嵌込み案内するために、その上部及び下部の内壁面には、前後方向に延びる各
複数の案内リブ８０ａ、８０ｂが突設されている。
【００３５】
［本体枠の後側構成について］
　図２、図５、図６及び図７に示すように、本体枠７０の後側の上部には、島設備側の球
補給装置（図示しない）から供給されるパチンコ球を受けて貯留する箱形状の球タンク１
６１と、その球タンク１６１から給出されるパチンコ球を受けて図示右側に流す傾斜状の
レール通路を構成する球整流樋部材１６３が装着されている。
【００３６】
　図２と図５～図７に示すように、本体枠７０の後側の遊技ユニット装着部８０の片側（
図示右側）には、縦長状にユニット化された賞球用の球払出装置１６６が装着されている
。この球払出装置１６６は、球整流樋部材１６３における前後２列のレール通路の下流端
に連通する前後２列の球通路１６６ａと、払出モータ（図示しない）を駆動源として前後
２列の球通路１６６ａのパチンコ球を受けて払い出す前後２個の回転式の球払出部材（回
転体）１６６ｃとが通路構成体に組み付けられて構成されている。また、球払出装置１６
６から払い出された賞球は、前記した連絡通路部材２９の連絡通路を経て球受け皿２６に
払い出されるようになっている。
【００３７】
［本体枠の下部領域の基板ボックス及び低音用スピーカについて］
　図５～図７、図１２及び図１４に示すように、遊技ユニット装着部８０の下方に位置す
る本体枠７０の下部領域の後側には、電源基板１８２が収納された電源基板ボックス１８
１と、払出制御基板１８７が収納された払出制御基板ボックス１８６とが左右に所定間隔
を隔てて弾性爪、クリップ、ビス等の図示しない適宜の装着手段によってそれぞれ装着さ
れており、本体枠７０の下部領域には、払出制御基板ボックス１８６が装着される部分に
おいて次に述べる第１接続線９２ａと第２接続線９３ａとが後側から前側に向けて挿通可
能な配線孔７５が貫設されている。
　また、図１４に示すように、本体枠７０の下部領域の左右方向略中央部には、前方を開
口する箱形状のスピーカボックス１７５が後方に向けて一体に形成され（図１３参照）、
低音用スピーカ１９５（図３６参照）が収納されおり、そして、このスピーカボックス１
７５の前側開口部には、透過口１９０ａを形成した保持板１９０が装着されている（図１
１参照）。
【００３８】
［本体枠の遊技ユニット装着部の後止め板について］
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　図５～図７及び図１２～図１４に示すように、遊技ユニット装着部８０の後側開口部に
は、その後側開口部の上部を塞ぎ、かつ遊技ユニット１００に対する後方ストッパ部とし
ても機能する後止め板８７が本体枠７０と一体成形されている。
　図１３と１４に示すように、後止め板８７の前側の左右両側部及び中間部には、扉体２
１を含む本体枠７０側の電気機器及び／又は回路基板と、遊技ユニット１００の制御基板
としての主制御基板１２１及び／又は周辺制御基板１２６とを電気的に接続するための、
本体側コネクタとしての第１、第２及び第３コネクタ９２、９３、９５が、コネクタ支持
体９１によって位置決めされて支持された状態で前方に向けて突出されている。
【００３９】
　この実施例において、図１３～図１６に示すように、コネクタ支持体９１は、本体枠７
０と別体でかつ横長の板状に形成されており、後止め板８７の前側（内壁面）に突設され
た複数のボス部９０にビス９０ａ等によって装着されている。そしてこのコネクタ支持体
９１の左右部及び中間部には、横長の貫通孔９１ａ、９１ｂ、９１ｃが貫設されている。
また、コネクタ支持体９１の前面の左右部には、第１コネクタ９２と第２コネクタ９３と
がこれらコネクタの前後方向略中央部に突出されたフランジ部９２ｃ、９３ｃにおいてビ
ス９２ｄ、９３ｄ等によって取り付けられている。
　すなわち、第１、第２コネクタ９２、９３は、各フランジ部９２ｃ、９３ｃの後方の各
後側部が貫通孔９１ａ、９１ｂに嵌込まれて位置決めされた状態で、コネクタ支持体９１
の前面に取り付けられることで、その各前側部が前向に突出される。そして、第１コネク
タ９２の後側部から延出された第１接続線９２ａが後止め板８７の前側と第１コネクタ９
２との間の配線空間９２ｅに配線され、第２コネクタ９３の後側部から延出された第２接
続線９３ａが後止め板８７の前側と第２コネクタ９３との間の配線空間９３ｅに配線され
るようになっている。
【００４０】
　図１５と図１６に示すように、コネクタ支持体９１の後面の中間部には、外部情報・払
出中継基板９４が位置決めされた状態でビス等によって取り付けられている。この外部情
報・払出中継基板９４の前面には、第３コネクタ９５が貫通孔９１ｃに挿通されて前向き
突出されており、また同中継基板９４の後面の下部には、左右２つのコネクタ接続部９６
、９７が配置され、これらコネクタ接続部９６、９７からそれぞれ延出された第３接続線
９６ａと第４接続線９７ａは、後止め板８７の前側と同中継基板９４との間の配線空間９
６ｅに配線されている。
【００４１】
　すなわち、この実施例において、後止め板８７にコネクタ支持体９１を取り付ける前に
、コネクタ支持体９１に、第１、第２コネクタ９２、９３及び外部情報・払出中継基板９
４の第３コネクタ９５が位置決めされて取り付けられる。これによって、第１、第２コネ
クタ９２、９３の前側部がコネクタ支持体９１の前面から前方に向けて突出されるととも
に、外部情報・払出中継基板９４の第３コネクタ９５の前側部がコネクタ支持体９１の前
面から前方に向けて突出されるようになっている。
　そして、コネクタ支持体９１は、第１、第２コネクタ９２、９３と、第３コネクタ９５
を有する外部情報・払出中継基板９４が装着された状態で、後止め板８７の前側（内壁面
）に突設された複数のボス部９０にビス９０ａ等によって取り付けられている。
【００４２】
　図５と図６に示すように、第１、第２コネクタ９２、９３から延出された第１、第２接
続線９２ａ、９３ａは、本体枠７０の下部領域の配線孔７５の後側から前側に向けて挿通
される。そして、図３に示すように、第１接続線９２ａの端末コネクタ９２ｂは、扉体２
１の扉装飾駆動基板４７のコネクタ接続部４７ａに接続され、第２接続線９３ａの端末コ
ネクタ９３ｂは、扉体２１の操作中継基板４８のコネクタ接続部４８ａに接続されるよう
になっている。
　また、図７に示すように、外部情報・払出中継基板９４のコネクタ接続部９６から延出
された第３接続線９６ａの端末コネクタ９６ｂは、本体枠７０の下部領域に形成された配
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線孔７５を覆って払出制御基板１８７が装着された後、その払出制御基板１８７のコネク
タ接続部１８７ａに接続される。また、図６と図７に示すように、外部情報・払出中継基
板９４のコネクタ接続部９７から延出された第４接続線９７ａの端末コネクタ９７ｂは、
外部端子基板１５７のコネクタ接続部１５７ａに接続されるようになっている。
　なお、外部端子基板１５７は、主制御基板１２１及び払出制御基板１８７から外部情報
・払出中継基板９４を介して伝達される球取込信号、払出信号、当たり信号等を外部に出
力するものであり、遊技ユニット１００の収納ボックス１５０の後壁面上角部に設置され
ており、遊技ユニット装着部８０の後止め板８７の上角部には、外部端子基板１５７を後
方に露出させる開口孔８０ｅが形成されている。
【００４３】
　また、この実施例において、図１２に示すように、後止め板８７のコネクタ支持体９１
の左右両端から外側に外れた左右両端部において、その後止め板８７の後面から前方に向
けて左右一対をなす有底筒状の凹部８８が形成され、その凹部８８の底面には、次に詳述
する遊技ユニット１００の後上部に収納された中継基板ケース１４０の留め具１４８の操
作部１４９が挿脱可能に貫挿され、かつこれら留め具１４８の操作部１４９に係脱可能に
係合する係止孔８８ａが貫設されている（図１３参照）。
【００４４】
［遊技ユニットの概要について］
　図１７～図１９に示すように、遊技ユニット１００は、ユニット本体を構成する方形箱
形状の収納ボックス１５０内に、回転図柄表示装置１１０、演出表示装置１３０、回路基
板としての主制御基板１２１を収納した主制御基板ボックス１２０、回路基板としての周
辺制御基板１２６を収納した周辺制御基板ボックス１２５、主中継基板１４１及び周辺中
継基板１４２を収納した中継基板ケース１４０等を備えて、全体が一つにユニット化され
て構成されている。
【００４５】
［遊技ユニットの収納ボックスについて］
　図２４～図２６に示すように、収納ボックス１５０は、収納フレーム１０２を含む回転
図柄表示装置１１０、主制御基板ボックス１２０、周辺制御基板ボックス１２５、中継基
板ケース１４０及び複数（多数）の接続線（単線又は複線）３０１～３１１を一括的に収
納して保護するものであり、合成樹脂材によって前方に開口する箱形状に形成されるとと
もに、本体枠７０の遊技ユニット装着部８０の開口前側から着脱可能に嵌込まれる形状・
サイズに形成されている。この収納ボックス１５０は、その外郭が角張った形状とされて
おり、図１９と図２０及び図２４に示すように、上部の左右両側部の前側には外側に向け
て張り出す張出部１５０ａ、１５０ｂが形成され、下部が図１９に向かって左側が高く右
側が低い段差状に形成されている。
　そして、遊技ユニット装着部８０内に収納ボックス１５０が嵌込まれたときには、収納
ボックス１５０の上部に形成された左右の張出部１５０ａ、１５０ｂの外側面が、遊技ユ
ニット装着部８０の上部左右の内壁面に形成された複数の案内リブ８０ａの突出端又は内
壁面に接近あるいは当接するとともに、下部の段差部１５０の外側面が遊技ユニット装着
部８０の下部の一内壁面に形成された複数の案内リブ８０ｂに接近あるいは当接した状態
において、同収納ボックス１５０の下部の上段下壁部１５３と下段下壁部１５５の下面が
、遊技ユニット装着部８０の段差状の底板部８５に受承される。これによって、遊技ユニ
ット装着部８０に収納ボックス１５０が位置決めされた状態で安定よく収納保持されるよ
うになっている。なお、収納ボックス１５０の後壁１５１には、回転図柄表示装置１１０
の収納フレーム１０２の後壁板１０３を露出させる放熱用の後開口窓１５２が貫設されて
いる。
【００４６】
［遊技ユニットの回転図柄表示装置について］
　図２３と図２５に示すように、収納ボックス１５０の上段下壁部１５３上には、回転図
柄表示装置１１０が載置されて収納されるようになっている。この回転図柄表示装置１１
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０は、金属板等の剛性を有する部材によって前方に開口する略方形箱形に形成された収納
フレーム１０２と、この収納フレーム１０２の内部に横方向の軸回りに回転可能に収納さ
れた状態で横方向に配列された複数（例えば、左、中、右の３列の）の円形リールよりな
る回転図柄表示体１１１によって構成されている。そして、回転図柄表示装置１１０は、
収納フレーム１０２の下面に取り付けられた下ベース板１０１ａが収納ボックス１５０の
上段下壁部１５３上に略水平状に載置され、下ベース板１０１ａの前端の取付片１０１ｂ
が収納ボックス１５０の前側にビスによって締め付けられて固定される。これによって、
収納ボックス１５０に回転図柄表示装置１１０が、その収納フレーム１０２において固定
されるようになっている。この際、収納フレーム１０２の後壁板１０３が、収納ボックス
１５０の後開口窓１５２から僅かに後方へ突出された状態で露出されるようになっている
。
【００４７】
　図２３と図２５に示すように、回転図柄表示装置１１０の円形リールよりなる回転図柄
表示体１１１は、耐久性に優れる合成樹脂製あるいは軽金属製の円形リール体（例えば、
直径２１５ｍｍ）の外周面に数字、図柄、模様等の複数種類の抽選図柄（「当たり」「外
れ」に関する図柄）が配置されて構成されている。そして、各列の回転図柄表示体１１１
の前部外周部分が、収納フレーム１０２の前側に露出するとともに、扉体２１の主開口窓
２３に望んでおり、遊技者は、扉体２１の主開口窓２３の透視板２３ａを透して全列の回
転図柄表示体１１１の前側部分が視認可能となっている。
【００４８】
　また、各列の回転図柄表示体１１１は、それぞれ別個で独立的に駆動制御される駆動モ
ータ（図示しないが収納フレーム１０２内に３基配設されている）を駆動源とし、かつ主
制御基板ボックス１２０内の主制御基板１２１によって回転制御されるようになっている
。すなわち、複数の回転図柄表示体１１１は、遊技機の前側（扉体２１）に設けられた球
投入ボタン（ベッドボタン）４０が操作されて所定数のパチンコ球Ｂが取り込まれたこと
を条件として、始動レバー４１が操作されることで複数の回転図柄表示体１１１がそれぞ
れの駆動モータによって回転駆動される。その後、複数の回転図柄表示体１１１にそれぞ
れ対応する第１～第３のストップボタン４２、４３、４４が操作されることで、複数の回
転図柄表示体１１１の回転が停止するようになっている。
　また、扉体２１の主開口窓２３を透して視認されかつ複数の回転図柄表示体１１１の表
示面にそれぞれ個別に表示された各抽選図柄（３つの図柄）の列が所定の当たり図柄列を
表示して停止したことを契機として、所定数の賞球が球払出装置１６６によって球受け皿
２６側へ払い出さるようになっている。なお、図２３に示すように、収納フレーム１０２
の後壁板１０３には、多数の放熱孔１０４が貫設されている。
【００４９】
［遊技ユニットの主制御基板ボックスについて］
　図２３と図２５に示すように、主制御基板ボックス１２０は、その主制御基板１２１の
表面（ＣＰＵ、ＲＡＭ、ＲＯＭ等の部品が装着される面）が前方に指向しかつ次に詳述す
る演出表示装置１３０と並行状をなして回転図柄表示装置１１０の上面に支持体１０５に
よって起立状態に支持されている。
　この実施例において、回転図柄表示装置１１０の収納フレーム１０２の上面には、収納
フレーム１０２と略同じ幅寸法（左右方向の幅寸法）を有して断面略Ｌ字状に形成された
支持体１０５が、その下部の取付基板１０５ａにおいて固定されている。そして、支持体
１０５の略垂直に立ち上がる垂直板１０５ｂの前側には、主制御基板ボックス１２０が起
立状態に（略垂直状態をなす縦置きの状態）支持されて装着されている。
　図１８と図２５に示すように、主制御基板ボックス１２０は、支持体１０５の垂直板１
０５ｂの前面に沿って装着されかつ透明な合成樹脂材によって方形の薄箱状に形成された
ベース体１２２と、そのベース体１２２の前側開口部に着脱可能又は開閉可能に装着され
かつ透明な合成樹脂材によってベース体１２２の前側開口部を覆う形状に形成された蓋体
１２３とを備え、ベース体１２２と蓋体１２３によって構成された収納室に、回転図柄表
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示装置１１０の制御を含む遊技全般の制御を行うための主制御基板１２１が、その表面（
ＣＰＵ、ＲＡＭ、ＲＯＭ、コネクタ接続部等の部品が装着される面）を前方に指向した状
態で収納されている。
　また、主制御基板ボックス１２０のベース体１２２と蓋体１２３との周縁部の相互には
、周知の封印ねじ１２４ａ（例えば、締め付け方向への回転は許容され、反対方向の取り
外し方向へは回転不能に形成されたワンウェイねじ）によって封印される複数の封印部１
２４が切断可能に形成されている（図１８参照）。
【００５０】
［遊技ユニットの演出表示装置について］
　図２３、図２５及び図２７に示すように、回転図柄表示装置１１０の収納フレーム１０
２の支持体１０５の垂直板１０５ｂの一側（扉体２１のヒンジ機構２０側）には、演出表
示装置１３０が、その表示面（次に述べる表示器１３１の表示面）を前向きにしてヒンジ
機構１０８によって開閉可能に装着されている。
　このヒンジ機構１０８では、図２７に示すように、支持体１０５の垂直板１０５ｂの一
側に張り出されたヒンジブラケット１０５ｃの上下部に、ヒンジ板１０６が前方に向けて
水平状に突出され、これら上下の両ヒンジ板１０６にヒンジ孔１０６ａが貫設されている
。また、演出表示装置１３０の表示器１３１の外周部を補強する金属製の補強枠１３１ａ
の一側に張り出されたヒンジブラケット１０７ａの上下部に、前記上下の両ヒンジ板１０
６の上面にそれぞれ受け支えられるヒンジ板１０７ｂが後方に向けて水平状に突出されて
いる。そして、これら上下の両ヒンジ板１０７ｂの下面に垂下状に突出されたヒンジピン
１０７が、前記上下の両ヒンジ板１０６にヒンジ孔１０６ａの上方から嵌挿され、かつ上
下の両ヒンジ板１０６の上面に上下の両ヒンジ板１０７ｂの下面が受け支えられることに
よって、回転図柄表示装置１１０の収納フレーム１０２の支持体１０５に演出表示装置１
３０が、ヒンジ機構１０８のヒンジピン１０７を中心として開閉回動可能に装着されるよ
うになっている。このように、ヒンジ機構１０８は、支持体１０５側に設けられたヒンジ
孔１０６ａを有する上下の両ヒンジ板１０６と、表示器１３１側に設けられたヒンジピン
１０７を有する上下の両ヒンジ板１０７ｂとにより構成されている。
【００５１】
　上述した演出表示装置１３０は、遊技演出（例えば、大当たり演出、リーチ演出、リー
チ予告演出等をキャラクタを用いて動画表示したり、あるいは図柄等を用いて変動表示す
る遊技演出）に関する表示を電気的に行うものであり、図１９と図２５に示すように、例
えば、回転図柄表示装置１１０の幅寸法と略同じ、あるいは１／２以上の幅寸法を有する
大型の表示器（例えば、液晶表示器、プラズマ表示器、ＥＬ表示器等）１３１を前側に有
し、その表示器１３１の後側に、表示器１３１に対する図柄表示を制御する表示制御基板
１３３を収納した表示制御基板ボックス１３２が配置されてユニット化されている。
　そして、図２４と図２５に示すように、収納ボックス１５０に回転図柄表示装置１１０
がその収納フレーム１０２の下ベース板１０１ａにおいて固定された状態において、演出
表示装置１３０は、その表示器１３１の表示面を前向きにして収納ボックス１５０の前側
開口部の上部に露出されるようになっている。
【００５２】
　この実施例において、図２９に示すように、扉体２１と演出表示装置１３０とは、遊技
機の一側部において所定距離を隔てるそれぞれのヒンジ機構（ヒンジ機構２０とヒンジ機
構１０８）の各ヒンジ中心を支点として同方向に開閉可能に装着されている。そして、図
２５に示すように、演出表示装置１３０が閉鎖位置（本来のセット位置）に配置されたと
きには、主制御基板ボックス１２０の前側が、演出表示装置１３０によって覆われ、図２
９に示すように、演出表示装置１３０がヒンジ機構１０８のヒンジ中心（ヒンジピン１０
７の中心）を支点して前方に開かれたときには主制御基板ボックス１２０の前側が収納ボ
ックス１５０の前側開口部から視認可能に、収納ボックス１５０内に主制御基板ボックス
１２０が収納されている。
【００５３】
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［収納ボックスに対する演出表示装置の閉止機構について］
　図１７、図２８及び図２９に示すように、収納ボックス１５０に対し演出表示装置１３
０を閉鎖位置にロックするための閉止機構２１０が収納ボックス１５０と演出表示装置１
３０との間に設けれられている。閉止機構２１０は、演出表示装置１３０の表示器１３１
の自由端縁に張り出し状に形成された係合片２１１と、その係合片２１１に係脱可能に係
合する位置において収納ボックス１５０の開口部上縁部に軸２１６を中心として回動操作
可能に設けられた閉止部材２１５とを備えて構成されている。そして、閉止部材２１５は
、軸２１６を中心として手動により回動操作されることで、その係止部２１７が係合片２
１１と係合して演出表示装置１３０を閉鎖位置に閉止保持する閉止位置（ロック位置）と
、その閉止位置から所定方向に略９０度変位されかつ係止部２１７が係合片２１１から外
れる非係合位置（ロック解除位置）とに配置切換されるようになっている。なお、図２８
においては係止部２１７が係合片２１１から外れた非係合状態を示す。
　このようにして、収納ボックス１５０に対し演出表示装置１３０を閉止機構２１０によ
って閉鎖位置にロックすることで、遊技ユニット１００を単独で保管したり、あるいは単
独で運搬する場合において、演出表示装置１３０がヒンジ機構１０８のヒンジ中心を支点
として不測に回動することがないようになっている。なお、遊技ユニット装着部８０に遊
技ユニット１００が装着された後、閉止部材２１５は、閉止位置から所定方向に略９０度
、回動操作されて非係合位置に配置切換される。
【００５４】
［遊技ユニットの周辺制御基板ボックスについて］
　図１９と図２５に示すように、収納ボックス１５０内には、収納フレーム１０２の下ベ
ース板（この発明の仕切り壁の相当する）１０１ａと下段下壁部１５５との間の空間部を
基板ボックス格納部１２９として利用し、その基板ボックス格納部１２９には周辺制御基
板ボックス１２５が収納され、例えば、係止クリップ、止めねじ等の図示しない適宜の固
定手段によって収納状態に保持されるようになっている。
　周辺制御基板ボックス１２５には、主制御基板１２１からの遊技に関する信号を受け、
その信号に基づいて演出表示装置１３０を制御するとともに、遊技機の所定位置に配設さ
れた左右のスピーカ３８及び低音スピーカ１９５を作動制御したり、あるいは、ランプ、
ＬＥＤ等のランプ基板３７、トップランプ基板３９を点滅制御する周辺制御基板１２６が
収納されている（図３６参照）。
【００５５】
［遊技ユニットの収納ボックス内の各装置、各回路基板の配線接続について］
　図２０～図２２に示すように、収納ボックス１５０内には、回転図柄表示装置１１０、
演出表示装置１３０の表示制御基板１３３、主制御基板１２１、周辺制御基板１２６、主
中継基板１４１及び周辺中継基板１４２を電気的に接続するための複数（多数）の接続線
（単線又は複線）３０１～３０４が配線されている。そして、図２０～図２２及び図３６
に示すように、主制御基板１２１と周辺中継基板１４２は、中継基板３００と接続線３０
１～３０４を介して接続されている。
　すなわち、表面（ＣＰＵ、ＲＡＭ、ＲＯＭ、コネクタ接続部等の部品が装着される面）
を前方に指向した状態で前向きに配置された主制御基板１２１前面の図２０に向かって右
側の上下部に配置されたコネクタ接続部には、２本（２束）の接続線３０１、３０２の各
一方の端末コネクタ３０１ａ、３０２ａが接続され、これら接続線３０１、３０２は収納
ボックス１５０内の内側壁に沿って配線されて、各接続線３０１、３０２の各他方の端末
コネクタ３０１ｂ、３０２ｂが収納ボックス１５０の後壁部１５１の下部に装着された中
継基板３００のコネクタ接続部に接続されている。
　一方、表面（ＣＰＵ、ＲＡＭ、ＲＯＭ、コネクタ接続部等の部品が装着される面）を上
方に指向した状態で上向きに配置された周辺中継基板１４２の上面の図２０に向かって前
部左側に配置されたコネクタ接続部には、接続線３０３、３０４の各一方の端末コネクタ
３０３ａ、３０４ａが接続され、これら接続線３０３、３０４は仕切壁としての下ベース
板１０１ａの下面に沿って配線され、各接続線３０３、３０４の各他方の端末コネクタ３
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０３ｂ、３０４ｂは、中継基板３００のコネクタ接続部に接続されている。
【００５６】
　図２０に示すように、主制御基板１２１の前面の下部右側に配置されたコネクタ接続部
には接続線３０５の一方の端末コネクタ３０５ａが接続され、この接続線３０５は、回転
図柄表示装置１１０の収納フレーム１０２の外側に沿って配線され、同接続線３０５の他
方の端末コネクタ３０５ｂが回転図柄表示装置１１０の右側に設けられた図示しないリー
ル基板に接続されている。また、図２０に示すように、主制御基板１２１の前面の図２０
に向かって下部左側と中央部に配置されたコネクタ接続部には２本（２束）の接続線３０
６、３０７の各端末コネクタ３０６ａ、３０７ａが接続され、これら各接続線３０６、３
０７は、回転図柄表示装置１１０の収納フレーム１０２の上面に沿って配線されて、各接
続線３０６、３０７の各他方の端末コネクタ３０６ｂ、３０７ｂは、次に詳述する中継基
板ケース１４０の主中継基板１４１の下面に設けられたコネクタ接続部に接続されている
（図２２参照）。
【００５７】
　図２０と図２１に示すように、周辺制御基板１２６の上面の前部中央部に配設されたコ
ネクタ接続部には接続線３０８の一方の端末コネクタ３０８ａが接続され、この接続線３
０８は、仕切壁としての下ベース板１０１ａの下面に沿って配線され、同接続線３０８の
他方の端末コネクタ３０８ｂが回転図柄表示装置１１０の右側に設けられた図示しないバ
ックランプ基板に接続されている。そして、周辺制御基板１２６の上面の左側前後部に配
設されたコネクタ接続部には、２本（２束）の接続線３０９、３１０の各端末コネクタ３
０９ａ、３１０ａが接続され、これら各接続線３０９、３１０は、仕切壁としての下ベー
ス板１０１ａの下面及び収納ボックス１５０の左奥側に沿って配線されて前方に延出され
、これら各接続線３０９、３１０の他方の端末コネクタ３０９ｂ、３１０ｂが表示制御基
板１３３のコネクタ接続部に接続されている。
　また、図２０～図２２に示すように、周辺制御基板１２６の上面の前部右側に配設され
たコネクタ接続部に接続線３１１の一方の端末コネクタ３１１ａが接続され、この接続線
３１１は、仕切壁としての下ベース板１０１ａの下面及び収納ボックス１５０の右奥側に
沿って配線され、この接続線３１１の他方の端末コネクタ３１１ｂが中継基板ケース１４
０の周辺中継基板１４２の下面に設けられたコネクタ接続部に接続されている。なお、収
納ボックス１５０の内壁面に一体または別体の接続線用の留め部３２０を設け、収納ボッ
クス１５０の内壁面に沿って接続線を配線して保持することが望ましい（図２１参照）。
【００５８】
［収納ボックスの後側のコネクタ接続部について］
　図１６、図２４及び図２５に示すように、収納ボックス１５０の後側には、遊技ユニッ
ト装着部８０の前側開口部から遊技ユニット１００が嵌込まれる動作によって本体側の第
１、第２、第３コネクタ９２、９３、９５に接続される遊技ユニット側の第１、第２、第
３コネクタ１４３、１４４、１４５がそれぞれ配設されている。そして、収納ボックス１
５０の後側の後壁の一部には、凹部としての基板ケース格納部１５９が形成されており、
その基板ケース格納部１５９には中継基板ケース１４０が嵌込まれて装着される。
　図２４に示すように、中継基板ケース１４０には、周辺制御基板１２６と扉装飾駆動基
板４７とを電気的に接続するための周辺中継基板１４２と、主制御基板１２１と操作中継
基板４８及び外部情報・払出中継基板９４とを電気的に接続するための主中継基板１４１
とがそれぞれ収納されている。周辺中継基板１４２には、前記した本体枠側コネクタとし
ての第１コネクタ９２に接続可能な第１コネクタ１４３が、中継基板ケース１４０後端面
から後方に突出して配置されている。
　一方、主中継基板１４１には、前記した本体枠側コネクタとしての第２コネクタ９３に
接続可能な第２コネクタ１４４が中継基板ケース１４０後端面から後方に突出して配置さ
れている。また、主中継基板１４１には、前記した本体枠側コネクタとして外部情報・払
出中継基板９４の第３コネクタ９５に接続可能な第３コネクタ１４５が中継基板ケース１
４０後端面から後方に突出して配置されている。
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　そして、遊技ユニット装着部８０の前側開口部から遊技ユニット１００の収納ボックス
１５０が嵌込まれる動作によって、遊技ユニット側の第１コネクタ１４３、第２コネクタ
１４４及び第３コネクタ１４５と、本体側の第１コネクタ９２、第２コネクタ９３及び第
３コネクタ９５とがそれぞれ接続されるようになっている（図１６参照）。なお、中継基
板ケース１４０の後面の左右両端部寄り部分には、本体枠７０の後止め板８７の凹部８８
の係止孔８８ａ（図１３参照）に係脱可能に挿入されかつ後端部に蝶ナット状の操作部１
４９を有する留め具１４８が後方に向けて突出されている。
【００５９】
　また、この実施例において、図１２と図２５に示すように、遊技ユニット装着部８０内
に遊技ユニット１００が収納装備された状態において、収納ボックス１５０の後壁１５１
は、遊技ユニット装着部８０の後端と略同一面をなしてその後側開口部８０ｃに露出され
ている。図２、図５及び図１２に示すように、遊技ユニット装着部８０の後側開口部８０
ｃには、その後側開口部を後止め板８７と協働して塞ぐ後カバー体１５８が遊技ユニット
装着部８０の後止め板８７と略同一面をなして着脱可能に装着されている。この後カバー
体１５８は、後壁と周壁とを有して四角形の薄箱状に形成され、その周縁部の複数箇所に
は取付部が形成され、これら複数の取付部を通してビスが遊技ユニット装着部８０の後側
開口部８０ｃの周縁部に締め付けられることで、後カバー体１５８が取外可能に装着され
るようになっている。
　そして、遊技ユニット装着部８０の後側開口部８０ｃに後カバー体１５８が装着された
状態において、その後カバー体１５８の後壁と収納ボックス１５０の後壁１５１との間に
は、第１接続線９２ａ、第２接続線９３ａ及び第３接続線９６ａが配線されるとともに、
第１接続線９２ａ、第２接続線９３ａ及び第３接続線９６ａを露出させることなく覆うよ
うになっている。この後カバー体１５８は、その下部において払出制御基板１８７の少な
くとも第３接続線９６ａの端末コネクタ９６ｂが接続されるコネクタ接続部を覆う大きさ
に形成されている。なお、図１２に示すように、後カバー体１５８の後壁には多数の放熱
孔１５８ａが必要に応じて貫設されている。また、本体枠７０に対し後カバー体１５８は
、錠装置等によって施錠されたり封印手段によって封印されて管理されることが不正行為
の点において望ましい。
【００６０】
［遊技ユニットの演出表示装置の封印手段について］
　図１１、図１７及び図２８に示すように、演出表示装置１３０と収納ボックス１５０と
の間に演出表示装置１３０を閉鎖位置で封印する封印手段２２０が設けられることが望ま
しい。この場合、遊技ユニット１００を単独で保管したり、あるいは単独で運搬する場合
において、収納ボックス１５０に対し演出表示装置１３０が封印手段２２０によって閉鎖
位置に封印されることによって、主制御基板ボックス１２０の主制御基板１２１に対する
不正行為（例えば、制御基板のＲＯＭが不正ＲＯＭと不測に交換される不正行為）を防止
することができる。
　また、封印手段２２０としては、図２８に示す周知の構造の結束ベルトに、特殊な刻印
を施したり、特殊な色で着色を施す等によって遊技機の所有者、管理者以外では入手や製
作が困難な結束ベルト２２１を用いることができる。この場合、結束ベルト２２１のベル
ト部２２２を、演出表示装置１３０と収納ボックス１５０との相互に設けられた掛け止め
部２２５、２２６にわたって掛け渡し、そのベルト部２２２をバックル部２２３に挿通し
、バックル部２２２のロック爪（図示しない）と、ベルト部２２２のベルト方向に配列さ
れた多数の係止歯（図示しない）のうちの少なくとも一つの係止歯とを噛み合わせること
によって、演出表示装置１３０を閉鎖位置で容易に封印することができる。結束ベルト２
２１によって封印した後、その結束ベルト２２１が不正に切断された場合には、その切断
痕により不正行為がなされたことが容易に推察され得る。
　なお、遊技ユニット装着部８０に遊技ユニット１００が装着された後は、結束ベルト２
２１のベルト部２２２が切断されて結束ベルト２２１が取り外されることで演出表示装置
１３０が開封される。また、封印手段２２０としては、紐、ワイヤ、ベルト等の切断可能
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な可撓性長尺部材を演出表示装置１３０と収納ボックス１５０との相互に形成された掛け
止め部にわたって掛け渡し、その可撓性長尺部材の両端部を金属製または合成樹脂製の封
印体によって結束状態に封印することによっても構成することができる。
【００６１】
［扉体と演出表示装置との開閉連動機構について］
　図２９～図３５に示すように、演出表示装置１３０と扉体２１との間には、扉体２１の
開閉動作に連動してその開閉方向と同方向に演出表示装置１３０を開閉動作させる開閉連
動機構２３０が設けられている。また、開閉連動機構２３０は、扉体２１と遊技ユニット
１００とが分離した状態では非連繋とされ、扉体２１と遊技ユニット１００との組付状態
では連繋される。この開閉連動機構２３０は、扉体２１の開閉動作に連動しかつ演出表示
装置１３０を開閉扉２１に平行する姿勢に保持して開閉動作させる平行リンク機構２３１
によって構成されている。
【００６２】
　図３０～図３２に示すように、平行リンク機構２３１は、第１、第２のリンクアーム２
３２、２３５、スライド体２４０、案内レール２４１、リンク押え板２７０、リンク支持
体２５０及び取付体２６０を備えて構成されている。すなわち、対をなす第１、第２のリ
ンクアーム２３２、２３５は、合成樹脂材によって形成され、これら第１、第２のリンク
アーム２３２、２３５の各両端部には軸孔２３２ａ、２３２ｂ、２３５ａ、２３５ｂが貫
設されており、第１のリンクアーム２３２の軸孔２３２ａ、２３２ｂの中心間の距離と、
第２のリンクアーム２３５の軸孔２３５ａ、２３５ｂの中心間の距離は同じ寸法に設定さ
れている。また、案内レール２４１は、丸棒材によって形成され、演出表示装置１３０の
表示器１３１の上縁左右両側部に形成された両レール支持部１３１ａの軸孔に嵌挿された
後、これら両レール支持部１３１ａにねじ止めされることで、水平状に固定されている。
【００６３】
　図３１と図３２に示すように、スライド体２４０は、例えば、合成樹脂材によって筒状
に形成され、案内レール２４１の軸方向にスライド可能に嵌挿されている。このスライド
体２４０の上面には、第１、第２のリンクアーム２３２、２３５の各一方の端部を左右方
向に所定間隔を隔てて回動可能に連結するための両連結軸２３４、２３７が垂直をなして
一体に突設されている。そして、スライド体２４０の両連結軸２３４、２３７の上方から
第１、第２のリンクアーム２３２、２３５の各端部の軸孔２３２ａ、２３５ａが嵌挿され
た後、図３１に示すように、両連結軸２３４、２３７の先端部に跨ってリンク押え板２７
０が装着されることによって、スライド体２４０の両連結軸２３４、２３７に第１、第２
のリンクアーム２３２、２３５が、その軸孔２３２ａ、２３５ａにおいて回動可能に連結
保持されるようになっている。なお、リンク押え板２７０の長手方向両端部には、両連結
軸２３４、２３７の先端部外周面に弾性的に拡開されて嵌込まれることで両連結軸２３４
、２３７の先端部外周面に係合するＣ字状の係合片２７１、２７２がそれぞれ形成されて
いる。
【００６４】
　また、この実施例において、リンク押え板２７０の下面には、左右の両連結片２７３、
２７４が垂下状をなして突設され、これら両連結片２７３、２７４には係止孔２７３ａ、
２７４ａが同一中心線上に貫設されるとともに、弾性的に拡開可能にＣ字状に形成されて
いる。一方、スライド体２４０の上面には、リンク押え板２７０を回動可能に支持するた
めの左右の両支持片２７５、２７６が左右の両連結片２７３、２７４の外側に対向する位
置において突設され、これら両支持片２７５、２７６の対向面には、両連結片２７３、２
７４の係止孔２７３ａ、２７４ａに回動可能に嵌挿される支持ピン２７５ａ、２７６ａが
突設されている。
　そして、スライド体２４０の両連結軸２３４、２３７の上方から第１、第２のリンクア
ーム２３２、２３５の端部に貫設された軸孔２３２ａ、２３５ａが嵌挿された後、図３１
に示すように、両連結軸２３４、２３７の上方からリンク押え板２７０の両係合片２７１
、２７２がそれぞれ嵌込まれるリンク押え板２７０の移動によって、両連結片２７３、２
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７４が弾性的に拡開されながら両支持片２７５、２７６の支持ピン２７５ａ、２７６ａに
嵌込まれる。これによって、両支持片２７５、２７６の支持ピン２７５ａ、２７６ａと両
連結片２７３、２７４の係止孔２７３ａ、２７４ａとが嵌合してリンク押え板２７０が支
持ピン２７５ａ、２７６ａを中心として回動可能に装着されるようになっている。
　なお、スライド体２４０の両連結軸２３４、２３７に対し第１、第２のリンクアーム２
３２、２３５の連結を外すときには、図３１の２点鎖線に示すように、リンク押え板２７
０を支持ピン２７５ａ、２７６ａを中心として下方に回動して、リンク押え板２７０の両
係合片２７１、２７２を弾性的に拡開させながら両連結軸２３４、２３７の先端から強制
的に離脱させることによって、第１、第２のリンクアーム２３２、２３５の連結を容易に
手早く外すことができるようになっている。
【００６５】
　図３２に示すように、リンク支持体２５０は、例えば、合成樹脂材によって横断面Ｌ字
状に形成され、その下板２５０ａの上面には、第１、第２のリンクアーム２３２、２３５
の各他方の端部を左右方向に所定間隔を隔てて回動可能に連結するための両連結軸２３３
、２３６が垂直をなして一体に突設されている。そして、リンク支持体２５０の両連結軸
２３３、２３６の上方から第１、第２のリンクアーム２３２、２３５の各端部の軸孔２３
２ｂ、２３５ｂが嵌挿された後、両連結軸２３３、２３６の先端面に止めねじ２８０、２
８１がそれぞれねじ込まれることで、リンク支持体２５０の両連結軸２３３、２３６に第
１、第２のリンクアーム２３２、２３５がその各軸孔２３２ｂ、２３５ｂにおいて回動可
能に連結保持されるようになっている。
【００６６】
　図３０～図３２に示すように、リンク支持体２５０は、取付体２６０を介して扉体２１
の後面に位置決めされて固定されている。すなわち、取付体２６０は、ボルト、弾性クリ
ップ等の取付手段（図示しない）によって扉体２１の後面上部の所定位置に位置決めされ
て固定されている。そして、取付体２６０の一端部には、リンク支持体２５０の一端部に
形成されたＬ字状の差込片２５１が差し込まれる差込部２６１が形成され、取付体２６０
の他端部には、リンク支持体２５０の他端部の差込片２５２の上部が前記差込片２５１と
同方向から差し込まれる差込部２６２が形成されている。
　また、リンク支持体２５０の所定位置には、前記両差込片２５１、２５２が両差込部２
６１、２６２に差し込まれたときにリンク支持体２５０の係合孔２５３の端縁に係合して
抜け止めをなす抜止爪２６３が形成されている。そして、扉体２１の後面に取付手段（図
示しない）によって取付体２６０が固定された状態で、リンク支持体２５０の両差込片２
５１、２５２が両差込部２６１、２６２に差し込まれ、リンク支持体２５０の係合孔２５
３の端縁に抜止爪２６３が係合することによって、扉体２１の後面に取付体２６０を介し
てリンク支持体２５０が位置決め固定されるようになっている。
【００６７】
　また、この実施例においては、図３５に示すように、扉体２１が約９０度～１１０度の
角度で開放された全開時において、案内レール２４１と第１、第２のリンクアーム２３２
、２３５とがなす角度θ１、θ２が最大となる。これらの角度θ１、θ２が最大で４０度
以上にならないように、平行リンク機構２３１の第１、第２のリンクアーム２３２、２３
５の長さ、スライド体２４０、案内レール２４１、リンク支持体２５０の各取付位置等が
設定されている。これによって、扉体２１の開閉動作時において、第１、第２のリンクア
ーム２３２、２３５を介してスライド体２４が案内レール２４１に対し円滑にスライドす
るようになっている。なお、案内レール２４１と第１のリンクアーム２３２がなす角度θ
１と、案内レール２４１と第２のリンクアーム２３５とがなす角度θ２は常に同角度であ
ることはいうまでもない。
　また、図３２に示すように、スライド体２４０に、その外周面から軸孔にわたってねじ
孔（雌ネジ）２４０ａを貫通状に形成し、そのねじ孔２４０ａに止めねじ２４０ｂをねじ
込んで止めねじ２４０ｂの先端を案内レール２４１の外周面に圧接、またはくい込ませる
ことで、案内レール２４１に対しスライド体２４０を所定位置に固定化し得、開閉連動機
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構２３０（平行リンク機構２３１）を拘束保持することも可能である。これによれば、扉
体２１を開放した状態で止めねじ２４０ｂをねじ込んで扉体２１を開放状態に不動化する
ことができる（図３５参照）。この場合には、扉体２１が開放状態で安定するので遊技ユ
ニット１００に対する作業がやり易い。
【００６８】
［本体枠と遊技ユニットの配線接続について］
　図３６のブロック図に示すように、交流電源は分電基板１８０を経て電源基板１８２に
流れ、電源基板１８２で直流電力に変換されて払出制御基板１８７に供給される。また、
交流電源は分電基板１８０及び球貸機中継基板１９９を経て球貸機２００に供給される。
　払出制御基板１８７には、各種検出器からの信号や主制御基板１２１からの信号が伝達
される。また、主制御基板１２１は遊技全般を制御し、周辺制御基板１２６は周辺機器を
制御する。そして、主制御基板１２１には、扉体２１の球投入ボタン４０、始動レバー４
１、第１～第３ストップボタン４２、４３、４４の各操作信号、球取込装置３０の取込信
号等が操作中継基板４８、主中継基板１４１を介して伝達される。これに基づいて、主制
御基板１２１は回転図柄表示装置１１０を制御するとともに、周辺制御基板１２６に遊技
に関する信号を伝達する。
　また、主制御基板１２１は、球取込みや払い出しに関する外部信号を外部情報・払出中
継基板９４を介して外部端子基板１５７に伝達し、その外部端子板に伝達された信号は、
例えばホールコンピュータに伝達する。さらに、主制御基板１２１は、賞球に関する信号
を外部情報・払出中継基板９４を介して払出制御基板１８７に伝達する。そして、主制御
基板１２１からの遊技に関する信号を受けた周辺制御基板１２６は表示器１３１の表示制
御基板１３３に信号を伝達し、表示器１３１に遊技演出に関する動画が表示される。さら
に、周辺制御基板１２６は、扉装飾駆動基板４７に接続されたランプ基板３７、トップラ
ンプ基板３９、左右のスピーカ３８及び低音スピーカ１９５を作動制御する。
【００６９】
［実施例の作用効果について］
　次に、前述したように構成されたこの実施例に係る遊技機の作用効果を説明する。
　まず、扉体２１の球投入ボタン４０を操作する。すると、その信号が操作中継基板４８
、主中継基板１４１を介して主制御基板１２１に伝達される。これに基づいて、球取込装
置３０の可逆転モータよりなる駆動モータ３５が作動され、駆動軸３５ａと共に、前後の
両球取込回転体３３が正回転（図１０において時計回り）される。この前後の両球取込回
転体３３の正回転による球取込作用によって、前後２列の球取込路３２内のパチンコ球が
取り込まれ、その後、取り込まれたパチンコ球Ｂが前後２個の球検出器３６を通過して機
外に排出される。そして、前後２個の球検出器３６によって検出されたパチンコ球Ｂの合
計の数が、賭け数に応じたパチンコ球Ｂの数に達して取り込まれたことを条件として、駆
動モータ３５が停止される。
【００７０】
　また、前後２個の球検出器３６によって検出されたパチンコ球Ｂの合計の数が、賭け数
に応じたパチンコ球Ｂの数に達して取り込まれたことを条件として、始動レバー１４１を
手動操作することで、回転図柄表示装置１１０の複数の回転図柄表示体１１１の回転が始
動する。このもとで、複数の回転図柄表示体１１１に対応する第１～第３のストップボタ
ン４２、４３、４４をそれぞれ個別に操作して、複数の回転図柄表示体１１１の回転を停
止させることによって１ゲームのスロット遊技が行われる。この際、演出表示装置１３０
の表示器１３１の表示面には、遊技の進行に応じて、例えば、大当たり演出、リーチ演出
、リーチ予告演出等がキャラクタで動画表示されたり、あるいは遊技演出表示用の図柄が
変動表示される。
　そして、扉体２１の主開口窓２３を透して視認される表示部に複数の回転図柄表示体１
１１が予め設定された当たり図柄列を表示して停止したときに、球払出装置１６６の払出
モータが作動され、球払出部材（回転体）が駆動される。これによって、所定数のパチン
コ球が球払出装置１６６の払出口から連絡通路部材２９の連絡通路を経て球受け皿２６に
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払い出される。
【００７１】
　さて、図２０と図２１に示すように、遊技ユニット１００の収納ボックス１５０内に、
回転図柄表示装置１１０、主制御基板ボックス１２０の主制御基板１２１、演出表示装置
１３０の表示制御基板ボックス１３２の表示制御基板１３３、周辺制御基板ボックス１２
５の周辺制御基板１２６、中継基板ケース１４０の主中継基板１４１、周辺中継基板１４
２を電気的に接続するための多数（複数）の接続線（接続線束）３０１～３１１が配線さ
れて収納される。このため、遊技ユニット１００内に、前記した多数の接続線３０１～３
１１を遊技ユニット１００からはみ出さず一体的に取り扱うことができる。
　例えば、遊技ユニット１００を単体（本体枠７０と分離した状態）で運搬したり、保管
する場合、あるいは、本体枠７０に遊技ユニット１００を装着した状態において、各接続
線が収納ボックス１５０内に収納されて保護され、不測に突出されるがない。このため、
接続線３０１～３１１の突出部分に対し、異物（例えば、遊技機ホールの島設備の球供給
装置や各種配線等の異物）が引っかかり、あるいは、外枠１０と本体枠７０との間に挟み
込む等により、接続線が損傷、断線されたり、あるいは接続線の端末コネクタ３０１ａ～
３１１ａ、３０１ｂ～３１１ｂが外れる等の不具合が生じない。
【００７２】
　また、収納ボックス１５０内には、回路基板としての周辺制御基板１２６を収納した周
辺制御基板ボックス１２５が収納されている。これにより、主制御基板１２１、周辺制御
基板１２６及び演出表示装置１３０に係わる接続線３０１～３１１を全て収納ボックス１
５０内に収納して保護することができる。このため、接続線３０１～３１１のはみ出しが
原因となる接続線の損傷、断線、コレクタ外れ等の不具合の防止に効果が大きい。
【００７３】
　前記収納ボックス１５０内には、仕切り壁としての収納フレーム１０２の下ベース板１
０１ａと収納ボックス１５０の下段下壁部１５５との間の空間部を基板ボックス格納部１
２９として、回路基板ボックスとしての周辺制御基板ボックス１２５が収納されている。
これにより、収納ボックス１５０内に収納された例えば回転図柄表示装置１１０、主制御
基板ボックス１２０等の各種装置、回路基板ボックスと、周辺制御基板ボックス１２５を
区分けして整然と収納することができる。
【００７４】
　また、遊技ユニット装着部８０に遊技ユニット１００を装着する場合、遊技ユニット装
着部８０の前側開口部から、遊技ユニット１００が、収納ボックス１５０毎単位で嵌込ま
れ、その後、上下の留め具９５の係止部によって係止できる。さらに、図５に示すように
、遊技ユニット１００の後側の中継基板ケース１４０の留め具１４８が遊技ユニット装着
部８０の後止め板８７の凹部８８の係止孔に挿入され、その留め具１４８の先端の蝶ナッ
ト状の操作部１４９が略９０度回動されることで、中継基板ケース１４０が固定され、こ
れによって遊技ユニット装着部８０に対する遊技ユニット１００の装着作業が完了する。
【００７５】
　前記したように、遊技ユニット装着部８０の前側開口部から遊技ユニット１００が嵌込
まれる動作によって、遊技ユニット側コネクタとしての第１、第２、第３コネクタ１４３
、１４４、１４５と、本体側コネクタとしての第１、第２、第３コネクタ９２、９３、９
５とがそれぞれ略同時に接続される。そして、図３６に示すように、対をなす第１コネク
タ９２、１４３の接続によって、周辺中継基板１４２と扉装飾駆動基板４７とが第１接続
線９２ａによって接続され、これによって、遊技ユニット１００の回路基板としての周辺
制御基板１２６と、本体側の電気機器としての開閉扉２１のランプ基板３７、トップラン
プ基板３９、左右のスピーカ３８及び本体枠７０の低音スピーカ１９５が接続される。
　そして、対をなす第２コネクタ９３、１４４の接続によって、主中継基板１４１と操作
中継基板４８とが第２接続線９３ａによって接続され、これによって、遊技ユニット１０
０の主制御基板１２１と、電気機器としての開閉扉２１の球投入ボタン４０、始動レバー
４１、第１～第３ストップボタン４２、４３、４４及び球取込装置３０が接続される。ま
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た、対をなす第３コネクタ９５、１４５の接続によって、主中継基板１４１と外部情報・
払出中継基板９４と接続される。そして、外部情報・払出中継基板９４及び第３接続線９
６ａによって、遊技ユニット１００の主制御基板１２１と、本体枠７０側の払出制御基板
１８７とが接続されると共に、外部情報・払出中継基板９４と第４接続線９７ａによって
、主制御基板１２１と外部端子基板１５７とが接続される。このようにして、本体枠７０
と遊技ユニット１００の間の各接続線の接続作業を容易にすることがことができる。
【００７６】
　前記とは逆の手順で操作して、遊技ユニット装着部８０に対し遊技ユニット１００を前
方に引き出して取り外す動作によって、遊技ユニット側コネクタとしての第１、第２、第
３コネクタ１４３、１４４、１４５と、本体側コネクタとしての第１、第２、第３コネク
タ９２、９３、９５とをそれぞれ略同時に外すことができる。このため、対をなす第１、
第２、第３コネクタ１４３、１４４、１４５と、第１、第２、第３コネクタ９２、９３、
９５とを手作業によって接続したり外したりする手間が不要となる。
【００７７】
　また、この実施例において、遊技ユニット側コネクタとしての第１、第２、第３コネク
タ１４３、１４４、１４５と、各接続線に対する接続線用コネクタ接続部がそれぞれ配設
された主中継基板１４１と周辺中継基板１４２とを中継基板ケース１４０内に配設し、か
つ収納ボックス１５０の後側の基板ケース格納部１５９内に設けることで、主中継基板１
４１及び周辺中継基板１４２を保護することができるとともに、本体枠７０側の各種装置
及び／又は各種回路基板と、遊技ユニット１００側の各種装置及び／又は各種回路基板と
を、主中継基板１４１及び周辺中継基板１４２に集約して容易に、かつ合理的に接続する
ことができる。そして、収納ボックス１５０の後壁の一部に形成された基板ケース格納部
（凹部）１５９によって遊技ユニット側コネクタとしての第１、第２、第３コネクタ１４
３、１４４、１４５を覆って保護することができる。このため、遊技ユニット１００を単
体で運搬したり、保管する場合において、それぞれのコネクタ１４３、１４４、１４５に
異物が不測に当たって損傷されることを防止することができる。
【００７８】
　そして、図１４と図１６に示すように、本体枠７０の遊技ユニット装着部８０の後開口
部の一部を塞ぐようにしてに設けられた後止め板８７の前側に、本体側コネクタとしての
第１、第２、第３コネクタ９２、９３、９５が配設されることで、本体枠側コネクタとし
ての第１、第２、第３コネクタ９２、９３、９５と、遊技ユニット側コネクタとしての第
１、第２、第３コネクタ１４３、１４４、１４５とのコネクタ接続部を保護し得、これら
対のコネクタの接続状態を良好に保つことができる。
【００７９】
　また、図１６に示すように、本体枠７０の遊技ユニット装着部８０の後止め板８７と第
１、第２、第３コネクタ９２、９３、９５との間に設けられた配線空間９２ｅ、９３ｅ、
９６ｅに、これら第１、第２、第３コネクタ９２、９３、９５から延出された第１、第２
、第３、第４接続線９２ａ、９３ａ、９６ａ、９７ａが挿通される。このため、本体側コ
ネクタとしての第１、第２、第３コネクタ９２、９３、９５の後側部や第１、第２、第３
、第４接続線９２ａ、９３ａ、９６ａ、９７ａを本体枠７０と一体成形された後止め板８
７によって覆って保護することができ、各コネクタ部分やそれぞれの接続線９２ａ、９３
ａ、９６ａに対する不正基板の接続等の不正行為を防止することができる。
　仮に、本体枠と別体に後止め板が形成されて本体枠の遊技ユニット装着部の後側開口部
にビス等によって取り付けられた場合には、後止め板が取り外された状態で、本体側コネ
クタの部分や接続線に不正基板が接続されて不正行為がなされることが想定される。これ
に対し、後止め板８７を本体枠７０と一体成形することで、後止め板８７を取り外すこと
ができないため、コネクタ部分それぞれの接続線９２ａ、９３ａ、９６ａに対する不正基
板の接続等の不正行為を良好に防止することができる。
【００８０】
　例えば、この実施例において、遊技ユニット１００の主制御基板１２１に接続される主
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中継基板１４１の第３コネクタ１４５と、外部情報・払出中継基板９４の第３コネクタ９
５とのコネクタ接続部分及び外部情報・払出中継基板９４と、本体枠７０側の払出制御基
板１８７とを接続する第３接続線９６ａに対する不正基板の不測の接続を防止することが
できる。このため、本体枠７０側の払出制御基板１８７に対し不正信号が伝達されて球が
不正に払い出される不正行為を防止することができる。
　また、遊技ユニット１００の主制御基板１２１に接続される主中継基板１４１の第２コ
ネクタ１４４と、本体枠７０側の回路基板としての開閉扉２１の操作中継基板４８の第２
コネクタ９３とのコネクタ接続部分及び第２接続線９３ａに対する不正基板の不測の接続
を防止することができる。これによって、主中継基板１４１を介して主制御基板１２１に
不正信号が伝達されることを防止できるため、本実施例の遊技機において、球取込装置３
０によって正常な球の取り込みが行われない状態で遊技が行われる不正行為を防止するこ
とができる。
【００８１】
　また、この実施例において、本体枠７０と一体成形された後止め板８７にコネクタ支持
体９１を取り付ける前に、コネクタ支持体９１の貫通孔９１ａ、９１ｂに、第１、第２コ
ネクタ９２、９３の後側部を嵌込んで取り付けるとともに、コネクタ支持体９１の貫通孔
９１ｃの後側から外部情報・払出中継基板９４の第３コネクタ９５を嵌込んで外部情報・
払出中継基板９４を取り付ける（図１６参照）。これによって、コネクタ支持体９１に、
第１、第２コネクタ９２、９３及び外部情報・払出中継基板９４の第３コネクタ９５を位
置決めしかつ各前側部をコネクタ支持体９１の前面から前向に突出させることができる。
　そして、第１、第２コネクタ９２、９３の後側部から第１、第２接続線９２ａ、９３ａ
を延出させ、外部情報・払出中継基板９４のコネクタ接続部９６、９７から第３、第４接
続線９６ａ、９７ａをそれぞれ延出させた状態で、後止め板８７の前側に配線空間９２ｅ
、９３ｅ、９６ｅを隔てコネクタ支持体９１を取り付けることができる。これによって、
配線空間９２ｅ、９３ｅ、９６ｅに対する第１、第２接続線９２ａ、９３ａ及び第３、第
４接続線９６ａ、９７ａの配線を自動的に行うことができるとともに、後止め板８７の前
側に対する本体側コネクタとしての第１、第２コネクタ９２、９３及び外部情報・払出中
継基板９４の第３コネクタ９５の取り付けを容易化することができる。
【００８２】
　仮に、本体枠７０と一体成形された後止め板８７に、第１、第２コネクタ９２、９３及
び外部情報・払出中継基板９４の第３コネクタ９５をそれぞれ個別にかつ直接に取り付け
る場合、本体枠７０の後止め板８７や同本体枠７０の一部がコネクタ取付作業の妨害物と
なる場合がある。これに対し、本体枠７０（後止め板８７）とは別体のコネクタ支持体９
１に、第１、第２コネクタ９２、９３及び外部情報・払出中継基板９４の第３コネクタ９
５を一括して取り付けた後、後止め板８７の前側に配線空間を隔てコネクタ支持体９１を
取り付けることによって、後止め板８７の前側に、第１、第２コネクタ９２、９３及び外
部情報・払出中継基板９４の第３コネクタ９５を容易にかつ正確に配置することができ、
後止め板８７の前側に複数のコネクタを配置する場合において効果が大きい。
【００８３】
　また、図１２に示すように、遊技ユニット装着部８０の後側開口部には、その後側開口
部を後止め板８７と協働して塞ぐ後カバー体１５８がビス等によって装着され、遊技ユニ
ット装着部８０に装着された遊技ユニット１００の後側と後カバー体１５８との間の空間
部に第１、第２及び第３接続線９２ａ、９３ａ、９６ａが配線されるようになっている。
このようにして、後止め板８７と後カバー体１５８との協働によって遊技ユニット装着部
８０の後側開口部が合理的に塞ぐことができるとともに、後止め板８７によってコネクタ
接続部を覆って保護し、後カバー体１５８によって第１、第２及び第３接続線９２ａ、９
３ａ、９６ａを覆って保護することができる。このため、これらの接続線９２ａ、９３ａ
、９６ａに対する不正基板の接続等の不正行為を良好に防止することができる。
【００８４】
　また、後カバー体１５８は、主制御基板１２１と払出制御基板１８７とを接続する第３
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接続線９６ａを露出させることなく覆うとともに、払出制御基板１８７の少なくとも第３
接続線９６ａの端末コネクタ９６ｂが接続されるコネクタ接続部を覆うことで、払出制御
基板１８７に対する不正行為をより一層良好に防止することができる。
【００８５】
　そして、前記第１、第２及び第３接続線９２ａ、９３ａ、９６ａがフラットケーブルに
よってそれぞれ構成されることで、これらの接続線９２ａ、９３ａ、９６ａがバラツクこ
となく整然と配線することができる。また、万一、第１、第２及び第３接続線９２ａ、９
３ａ、９６ａに不正基板が接続されたとしても、その不正基板の発見が容易となる。例え
ば、それぞれの接続線９２ａ、９３ａ、９６ａが複数の単線の寄せ集めによって構成され
る場合には、その複数の単線の内に不正基板が隠された状態で接続された不正基板の発見
が困難となるが、フラットケーブルによって各接続線９２ａ、９３ａ、９６ａが構成され
ることで、不正基板の発見が容易となり、不正行為の防止に効果が大きい。
【００８６】
　また、図２５と図２９に示すように、収納ボックス１５０の前側開口部の一側部にヒン
ジ機構１０８を利用して開閉可能に装着された演出表示装置１３０によって主制御基板ボ
ックス１２０の前側が覆われる。このため、遊技機の後側から主制御基板ボックス１２０
の主制御基板１２１に対し不正行為（例えば、制御基板のＲＯＭが不正ＲＯＭと不測に交
換される不正行為）がなされることを遊技ユニット１００の収納ボックス１５０によって
防止することができる。そして、遊技機の前側から前記主制御基板１２１に対し不正行為
がなされることを演出表示装置１３０によって防止することができる。
【００８７】
　また、外枠１０にヒンジ機構６０によって本体枠７０が開閉可能に装着され、遊技ユニ
ット装着部８０に遊技ユニット１００が装着され、本体枠７０の前側にヒンジ機構２０に
よって扉体２１が開閉可能に装着されることによって、島設備に設置可能な遊技機が構成
される。また、遊技ユニット装着部８０に遊技ユニット１００が装着された後、閉止部材
２１５は、閉止位置から所定方向に略９０度、回動操作されて非係合位置に配置切換され
るとともに、封印手段２２０としての結束ベルト２２１は、そのベルト部２２２が切断さ
れて取り外されることで開封される。
【００８８】
　また、扉体２１と演出表示装置１３０とは、遊技機の一側部において所定距離を隔てる
それぞれのヒンジ機構２０、１０８の各ヒンジ中心を支点として同方向に開閉可能に設け
られている。そして、演出表示装置１３０と扉体２１との間には、扉体２１の開閉動作に
連動してその開閉方向と同方向に演出表示装置１３０を開閉動作させる開閉連動機構２３
０が設けられている。このため、扉体２１をヒンジ機構２０のヒンジ中心を支点として前
方に開くと、扉体２１の演出表示装置１３０との間に連繋された開閉連動機構２３０（平
行リンク機構２３１）において、第１、第２のリンクアーム２３２、２３５は、扉体２１
に対し連結軸２３４、２３７を中心として回動しながらスライド体２４０を案内レール２
４１に沿ってヒンジ側から自由端側に向けてスライドさせる。これによって、演出表示装
置１３０が扉体２１と並行状態を保ってヒンジ機構１０８のヒンジ中心を支点として前方
に開かれる。また、前述とは逆に、扉体２１を元の状態に閉じると、第１、第２のリンク
アーム２３２、２３５が逆方向に回動しながらスライド体２４０を案内レール２４１に沿
って自由端側からヒンジ側に向けてスライドさせる。これによって、演出表示装置１３０
が扉体２１と並行状態を保って元の状態に閉じられる。
【００８９】
　前記したように、対をなす第１、第２のリンクアーム２３２、２３５、案内レール２４
１、ライド体２４０とを備えた平行リンク機構２３１によって構成されている開閉連動機
構２３０によって扉体２１の開閉動作に連動して演出表示装置１３０を開閉動作させるこ
とができる。このため、主制御基板ボックス１２０及び主中継基板１４１の点検、あるい
は不正の有無の確認を行う場合においては、扉体２１を前方に開くことによって、これに
連動して演出表示装置１３０が前方に開かれるとともに、主制御基板ボックス１２０及び
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主中継基板１４１が前方から視認可能となり、目視による点検や不正の有無の確認を容易
に行うことができる。また、主制御基板ボックス１２０及び主中継基板１４１の定期的あ
るいは不定期的な点検以外、例えば、扉体２１を前方に開いて球詰まりの解消作業を行っ
たり、あるいは回転図柄表示装置１１０等の各種装置、部品等を点検、交換する場合等に
おいて、扉体２１を前方に開くことで、その扉体２１の開き動作に連動して演出表示装置
１３０が前方に開かれるとともに、主制御基板ボックス１２０及び主中継基板１４１が前
方から視認可能となる。このため、主制御基板ボックス１２０及び主中継基板１４１に対
する不正行為を早期に発見することが可能となる。
【００９０】
　そして、前述した開閉連動機構２３０を利用して扉体２１の開閉動作に連動して扉体２
１と平行状態を保って演出表示装置１３０が開閉動作されるため、扉体２１の開閉動作時
において扉体２１に演出表示装置１３０が衝突したり、あるいは扉体２１の後側に配線さ
れる各種の接続線に演出表示装置１３０が引っかかり、接続線が損傷される等の不具合を
良好に防止することができる。そして、扉体２１の開閉動作に連動して演出表示装置１３
０が扉体２１と平行状態を保って開閉動作されるとともに、主制御基板１２１の表面（Ｃ
ＰＵ、ＲＯＭ、ＲＡＭ等の部品が装着される面）が前方に指向して演出表示装置１３０と
並行状をなしている。このため、主制御基板ボックス１２０と演出表示装置１３０との間
に無駄な空間を設けることなく両者１２０、１３０を前後に接近させて合理的に配置する
ことができるとともに、扉体２１の開閉動作時において、演出表示装置１３０のガタツキ
を防止しながら演出表示装置１３０を開閉案内することができる。
【００９１】
　前記開閉連動機構２３０（平行リンク機構２３１）を扉体２１と、演出表示装置１３０
との間に組み付ける場合には、まず、第１、第２のリンクアーム２３２、２３５の端部を
回動可能に連結しているスライド体２４０が、案内レール２４１にスライド可能に嵌挿さ
れる。次に、案内レール２４１が演出表示装置１３０の電気式表示器１３１の上部左右に
設けられた支持部１３１ａの間に跨って固定される。一方、第１、第２のリンクアーム２
３２、２３５の端部を回動可能に連結しているリンク支持体２５０が、扉体２１の後面上
部の所定位置に取付手段（図示しない）によって固定された取付体２６０の一側において
、リンク支持体２５０の両差込片２５１、２５２が両差込部２６１、２６２に差し込まれ
、リンク支持体２５０の係合孔２５３の端縁に抜止爪２６３が係合することによって、扉
体２１の後面に取付体２６０を介してリンク支持体２５０が位置決め固定される。このよ
うにして、扉体２１と、演出表示装置１３０との間に開閉連動機構２３０（平行リンク機
構２３１）を容易に組み付けることができる。
【００９２】
　また、予め、扉体２１の後面上部の所定位置に取付体２６０を介してリンク支持体２５
０を位置決め固定し、リンク支持体２５０の両連結軸２３３、２３６の上方から第１、第
２のリンクアーム２３２、２３５の各端部の軸孔２３２ｂ、２３５ｂを嵌挿して、両連結
軸２３３、２３６の先端面に止めねじ２８０、２８１をねじ込んで、第１、第２のリンク
アーム２３２、２３５を回動可能に連結してから、第１、第２のリンクアーム２３２、２
３５をスライド体２４０の両連結軸２３４、２３７にリンク押え板２７０を介して回動可
能に連結することで、扉体２１と、演出表示装置１３０との間に開閉連動機構２３０（平
行リンク機構２３１）を容易に組み付けることもできる。さらに、スライド体２４０の両
連結軸２３４、２３７に対し第１、第２のリンクアーム２３２、２３５の連結を外すとき
には、図３１の２点鎖線に示すように、リンク押え板２７０を支持ピン２７５ａ、２７６
ａを中心として下方に回動して、リンク押え板２７０の両係合片２７１、２７２を弾性的
に拡開させながら両連結軸２３４、２３７の先端から強制的に離脱させることによって、
第１、第２のリンクアーム２３２、２３５の連結を容易に手早く外すことができる。
【００９３】
　また、演出表示装置１３０と収納ボックス１５０との間には、演出表示装置１３０を閉
鎖位置で封印する封印手段２２０が設けられている。このため、遊技ユニット１００を単
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独で保管したり、あるいは単独で運搬する場合において、収納ボックス１５０に対し演出
表示装置１３０が封印手段２２０としての結束ベルト２２１によって閉鎖位置に封印され
ることによって、主制御基板ボックス１２０に対する不正行為を防止することができる。
　なお、前にも述べたように、封印手段２２０としての結束ベルト２２１は、本体枠７０
の遊技ユニット装着部８０に遊技ユニット１００が装着された後、ベルト部２２が切断さ
れて取り外されることで開封される。
【００９４】
［他の実施例について］
　なお、この発明は前記実施例に限定するものではない。例えば、開閉連動機構２３０を
構成する平行リンク機構２３１が第１、第２のリンクアーム２３２、２３５、リンク支持
体２５０及びスライド体２４０を備えて構成される場合を例示したが、例えば、図３７と
図３８に示すように、扉体２１と演出表示装置１３０との間において、ヒンジ機構２０と
ヒンジ機構１０８の各ヒンジ中心を通る線と平行なリンクアーム２９０を設け、そのリン
クアーム２９０の一端部を連結軸によって扉体２１に回動可能に連結し、同リンクアーム
２９０の他端部を連結軸によって演出表示装置１３０に回動可能に連結して平行リンク機
構を構成することも可能である。
　但し、この場合には、双方のヒンジ機構２０と１０８の各ヒンジ中心間の距離と、リン
クアーム２９０の両端の連結軸の中心間の距離を等しくして四節の平行リンク機構が構成
される。そして、この状態において、図３７と図３８に示すように、開閉連動機構２３０
を構成するリンク機構（リンクアーム２９０）によって、扉体２１の開閉動作に連動して
演出表示装置１３０が所定の姿勢に保持されて開閉動作される。この結果、扉体２１の開
閉動作時において扉体２１の後面やその後面に配設された各種部品に演出表示装置１３０
が当たったり、あるいは扉体２１の後側に配線された接続線に演出表示装置１３０が引掛
かり、接続線が損傷される等の不具合を良好に防止することができる。
【００９５】
　また、開閉連動機構２３０は、演出表示装置１３０を常に前方に向けて附勢するばね等
の附勢手段によって構成してもよい。この場合、扉体２１が閉じられた状態にあるときに
は、演出表示装置１３０が扉体２１の後側に当接して所定の表示姿勢に保たれる。また、
扉体２１が開かれるときには演出表示装置１３０がばね等の附勢手段によって扉体２１に
追従しかつヒンジピン１０７を中心として前方に回動されることで、遊技機の前方から主
制御基板ボックス１２０の前側全体が視認可能となる。なお、開閉連動機構２３０は、扉
体２１の開き動作に連動して演出表示装置１３０を前方に開き、これとは逆に、扉体２１
が元の位置まで閉じられると、扉体２１の閉じ動作に連動して演出表示装置１３０を元の
位置まで閉じる構成であればよい。
　前述のように、開閉連動機構２３０によって扉体２１の開閉動作に連動してその開閉方
向と同方向に演出表示装置１３０を開閉動作させることで、主制御基板ボックス１２０及
び主中継基板１４１の目視による点検、あるいは不正の有無の確認を容易に行うことがで
きる。なお、開閉連動機構２３０を使用しない場合には、演出表示装置１３０を閉止手段
によって閉鎖位置に閉止することが望ましい。
【符号の説明】
【００９６】
　１０ 外枠
　２１ 扉体
　７０ 本体枠
　８０ 遊技ユニット装着部
　１００ 遊技ユニット
　１０２ 収納フレーム
　１１０ 回転図柄表示装置
　１１１ 回転図柄表示体
　１２０ 主制御基板ボックス



(27) JP 2011-255220 A 2011.12.22

10

　１２１ 主制御基板
　１２５ 周辺制御基板ボックス
　１２６ 周辺制御基板
　１３０ 演出表示装置
　１３１ 表示器
　２３０ 開閉連動機構
　２３１ 平行リンク機構
　２３２ 第１のリンクアーム
　２３５ 第２のリンクアーム
　２４０ スライド体
　２４１ 案内レール
　２５０ リンク支持体
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